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　３月は別れの季節です。多くの
人が何らかの別れがあったのでは
ないでしょうか。３月12日の中学
校での卒業式も多くの生徒が仲間
や先輩との別れを惜しみ泣いてい
ました。 卒業することは別れと
同時に、新たな旅立ちを意味しま
す。目まぐるしく変化する現代社
会、常に新しいことが待っている
と思います。古い考えや偏見にと
らわれず、自分の目標に向かって
頑張っていってほしいとおもいま
す。 さて４月は出会いの季節で
す。新しい環境で新たな出会いも
待っていることでしょう。いろい
ろな人との出会うこの４月を大切
にしていきたいものですね。みな
さんには、この４月どんな素敵な
出会いが待っているのでしょうか。 
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○ポリオ生ワクチン 
○配食サービス 

 

○新入学(園)児を守る交通安全週間 
○固定資産課税台帳縦覧（６月２日まで） 

 

○保育所入所式・幼稚園入園式 

 

○小・中学校始業式・入学式 
○ジュニアバレーボール教室開講式 

○心配ごと相談 
○小・中学校給食開始 

○配食サービス 

 

 

○ちびっこ体育教室開講式 
○バスケットボール教室開講式 

○新潟県議会議員一般選挙投票日 

 

○心配ごと相談 

○ヘルス(健康)アップ教室 
○配食サービス 

  

○オートキャンプ場オープン 
○狂犬病予防注射 

○少年教室開講式 

○少年野球教室開講式 
 

 

 

○乳児検診　○配食サービス 
○ヘルス（健康）アップ教室 

○シルバーお手軽クッキング教室 

 

○ちびっこ体育教室 
○海洋教室開講式 

○和島村長選挙投票日 

 

 
みどりの日 

○心配ごと相談 
○配食サービス 

　今月のもう一枚は、北辰中学校
卒業式で合唱をしている一場面です。
ご覧のとおり３年生の女子生徒は涙・
涙の合唱となりました。あとで気
づきましたが、在校生も涙・涙。
「やっぱり卒業式には涙が似合う
な～」と思いながら、シャッターチャ
ンス!!とばかりに連続して撮ったも
のの１枚です。 
　今月から始まった「今月のもう
一枚」では、その写真を撮影した
状況や撮影者の感想について書い
ていこうとおもっています。 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 1 4 6人（＋１人） 
　●男　2 , 4 8 8人（－１人） 
　●女　2 , 6 5 8人（＋２人） 
世帯数　1 , 3 1 3戸（±０戸） 

※２月末現在・（　）内は前月比 
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歳　　　出 歳　　　入 

依 
自 主 
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源 

存 

財 

源 

77.1％ 22.9％ 

国・県支出金県支出金 
9,382万7千円千円 
32.5％ 

国・県支出金県支出金 
3,700万円万円 
9.0％ 

国民健康保険料国民健康保険料 
1億261万6千円千円 
35.6％ 

療養給付費交付金 
5,598万8千円千円 
19.4％ 

繰入金繰入金 
2,554万3千円千円 
8.8％ 

老人保健拠出金老人保健拠出金 
7,110万円 
24.6％ 

使用料使用料 
2,749万円万円 
19.5％ 

地方交付税 
12億8,000万円 
49.1％ 

国・県支出金 
1億1,760万円 
4.6％ 

村債 
5億480万円 
19.4％ 

地方消費税交付金 
4,000万円 
1.5％ 

地方特例交付金 
1,400万円 
0.5％ 

その他 
5,350万円 
2.0％ 

人件費 
5億3,932万円 
20.7％ 

公債費 
3億5,894万円 
13.8％ 

扶助費 
8,127万円 
3.1％ 

普通建設事業費 
3億3,835万円 
13.0％ 

繰出金 
4億8,323万円 
18.5％ 

物件費 
3億6,241万円 
13.9％ 

補助費等 
2億6,282万円 
10.1％ 

積立金 
1億円 
3.8％ 

その他 
7,966万円 
3.1％ 

村税 
3億5,812万円 
13.8％ 

諸収入 
3,170万円 
1.2％ 

分担金及び負担金 
2,220万円 
0.9％ その他 

8,408万円 
3.2％ 

繰入金繰入金 
1億1,236万円万円 
79.7％ 

使用料使用料 
4,360万円万円 
10.6％ 

繰入金繰入金 
2億4,930万円万円 
60.8％ 

その他その他 
1,250万円万円 
3.1％ 

施設管理費施設管理費 
4,244万円万円 
10.3％ 

建設費建設費 
1億1,274万円万円 
27.5％ 

公債費公債費 
2億3,722万円万円 
57.9％ 

その他その他 
1,760万円万円 
4.3％ 

その他その他 
115万円万円 
0.8％ 

その他その他 
109万円万円 
0.7％ 

その他その他 
3万6千円千円 
0.0％ 保険料保険料 

6,095万6千円千円 
16.8％ 

支払基金交付金支払基金交付金 
1億794794万3千円千円 
29.7％ 国庫支出金国庫支出金 

8,795万5千円千円 
24.2％ 

県支出金県支出金 
4,216万6千円千円 
11.6％ 

保険給付費保険給付費 
3億3,732万円万円 
92.8％ 

総務費総務費 
2,327万9千円千円 
6.4％ 

介護認定審査会介護認定審査会 
構成町村負担金構成町村負担金 
2,058万9千円千円 
89.3％ 

審査会和島村負担金審査会和島村負担金 
245万5千円千円 
10.7％ 

介護認定審査会費介護認定審査会費 
2,304万5千円千円 
100.0％ 

その他その他 
1千円千円 
0.0％ 

その他その他 
2千円千円 
0.0％ 

その他その他 
290万1千円千円 
0.8％ 

繰入金繰入金 
6,444万4千円千円 
17.7％ 

公債費公債費 
1億1,486万円万円 
81.5％ 

施設管理費施設管理費 
2,505万円万円 
17.8％ 

保険給付費保険給付費 
1億7,214万円万円 
59.6％ 

支払基金交付金支払基金交付金 
3億5,374万3千円千円 

66.3％ 

国庫支出金国庫支出金 
1億1,836万6千円千円 

22.2％ 

繰入金繰入金 
3,158万5千円千円 
5.9％ 

その他その他 
155155万7千円千円 
0.3％ 

医療諸費医療諸費 
5億3,217万7千円千円 

99.7％ 

介護納付金介護納付金 
1,656万円万円 
5.7％ 

総務費総務費 
1,588万千円万千円 
5.5％ 

保健事業費保健事業費 
478万3千円千円 
1.7％ その他その他 

819万4千円千円 
2.9％ 

その他その他 
1,068万3千円千円 
3.7％ 

村債村債 
6,760万円万円 
16.5％ 

国・県支出金 
9,382万7千円 
32.5％ 

国・県支出金 
3,700万円 
9.0％ 

国民健康保険料 
1億261万6千円 
35.6％ 

療養給付費交付金 
5,598万8千円 
19.4％ 

繰入金 
2,554万3千円 
8.8％ 

老人保健拠出金 
7,110万円 
24.6％ 

使用料 
2,749万円 
19.5％ 

地方交付税 
12億8,000万円 
49.1％ 

国・県支出金 
1億1,760万円 
4.6％ 

村債 
5億480万円 
19.4％ 

地方消費税交付金 
4,000万円 
1.5％ 

地方特例交付金 
1,400万円 
0.5％ 

その他 
5,350万円 
2.0％ 

人件費 
5億3,932万円 
20.7％ 

公債費 
3億5,894万円 
13.8％ 

扶助費 
8,127万円 
3.1％ 

普通建設事業費 
3億3,835万円 
13.0％ 

繰出金 
4億8,323万円 
18.5％ 

物件費 
3億6,241万円 
13.9％ 

補助費等 
2億6,282万円 
10.1％ 

積立金 
1億円 
3.8％ 

その他 
7,966万円 
3.1％ 

村税 
3億5,812万円 
13.8％ 

繰入金 
1億円 
3.8％ 

諸収入 
3,170万円 
1.2％ 

分担金及び負担金 
2,220万円 
0.9％ その他 

8,408万円 
3.2％ 

繰入金 
1億1,236万円 
79.7％ 

使用料 
4,360万円 
10.6％ 

繰入金 
2億4,930万円 
60.8％ 

その他 
1,250万円 
3.1％ 

施設管理費 
4,244万円 
10.3％ 

建設費 
1億1,274万円 
27.5％ 

公債費 
2億3,722万円 
57.9％ 

その他 
1,760万円 
4.3％ 

その他 
115万円 
0.8％ 

その他 
109万円 
0.7％ 

その他 
3万6千円 
0.0％ 保険料 

6,095万6千円 
16.8％ 

支払基金交付金 
1億794万3千円 
29.7％ 国庫支出金 

8,795万5千円 
24.2％ 

県支出金 
4,216万6千円 
11.6％ 

保険給付費 
3億3,732万円 
92.8％ 

総務費 
2,327万9千円 
6.4％ 

介護認定審査会 
構成町村負担金 
2,058万9千円 
89.3％ 

審査会和島村負担金 
245万5千円 
10.7％ 

介護認定審査会費 
2,304万5千円 
100.0％ 

その他 
1千円 
0.0％ 

その他 
2千円 
0.0％ 

その他 
290万1千円 
0.8％ 

繰入金 
6,444万4千円 
17.7％ 

公債費 
1億1,486万円 
81.5％ 

施設管理費 
2,505万円 
17.8％ 

保険給付費 
1億7,214万円 
59.6％ 

支払基金交付金 
3億5,374万3千円 

66.3％ 

国庫支出金 
1億1,836万6千円 

22.2％ 

繰入金 
3,158万5千円 
5.9％ 

県支出金 
3,003万4千円 
5.6％ 

その他 
155万7千円 
0％ その他 

155万7千円 
0.3％ 

医療諸費 
5億3,217万7千円 

99.7％ 

介護納付金 
1,656万円 
5.7％ 

総務費 
1,588万千円 
5.5％ 

保健事業費 
478万3千円 
1.7％ その他 

819万4千円 
2.9％ 

その他 
1,068万3千円 
3.7％ 

村債 
6,760万円 
16.5％ 

歳出 歳入 

予算総額　2億8,865万7千円 
（対前年度比2.6％増） 

歳出 歳入 

予算総額　1億4,100万円 
（対前年度比21.7％減） 

歳出 歳入 

予算総額　4億1,000万円 
（対前年度比28.4％減） 

歳出 歳入 

予算総額　3億6,350万円 
（対前年度比5.5％増） 

歳出 歳入 

予算総額　2,304万6千円 
（対前年度比4.7％減） 

歳出 歳入 

予算総額　5億3,373万4千円 
（対前年度比0.6％減） 

 
 

 
  

   

●
自

主

財

源
…
村
税
や
村
の
施
設
の

使
用
料
な
ど
、
村
が
独
自
で
調
達
す
る

お
金
。 

●
依

存

財

源
…
地
方
交
付
税
や
国
・

県
支
出
金
な
ど
、
国
や
県
か
ら
村
に
入
っ

て
く
る
お
金
。 

●
投
資
的
経
費
…
建
物
や
道
路
の
整
備

な
ど
、
そ
の
支
出
の
効
果
が
長
期
に
わ

た
っ
て
持
続
す
る
も
の
の
経
費 

●
義
務
的
経
費
…
人
件
費
や
公
債
費
の

よ
う
に
、
行
政
活
動
を
行
う
う
え
で
必

要
と
さ
れ
る
経
費 

●
村
　
　
　
税
…
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
税
金
や
会
社
の
法
人

税
な
ど
。 

●
繰
　
入
　
金
…
各
種
の
基
金
か
ら
一

般
会
計
へ
繰
り
入
れ
る
お
金
。 

●
国
・
県
支
出
金
…
事
業
を
行
う
た
め
の

国
や
県
か
ら
の
負
担
金 

●
地
方
交
付
税
…
国
の
所
得
税
、
法
人

税
、
酒
税
な
ど
を
、
村
の
財
政
需
用
に

応
じ
て
一
定
の
基
準
に
基
づ
い
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金 

●
人
　
件
　
費
…
村
職
員
給
与
、
村
議

会
議
員
・
各
種
委
員
会
報
酬
な
ど
に
あ

た
る
お
金 

●
公
　
債
　
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に

借
り
入
れ
た
お
金
の
償
還
金 

●
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
の
整
備
、
公
共

施
設
な
ど
の
建
設
に
要
し
た
お
金 

●
物
　
件
　
費
…
消
耗
品
や
臨
時
職
員

賃
金
、
業
務
委
託
料
に
使
わ
れ
る
お
金 

                              

　
平
成
 15
年
度
一
般
会
計
予
算
の
ご
審
議
を

お
願
い
す
る
に
あ
た
り
、
国
の
諸
情
勢
を
踏
ま

え
ま
し
て
、
村
政
に
対
し
私
の
姿
勢
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
近
年
の
厳
し
い
社
会
情
勢
、

財
政
問
題
な
ど
幾
多
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
方
か
ら
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
対
処
し
て
参
り
た
い
と
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

か
ら
の
立
ち
直
り
策
を
打
ち
出
し
た
も
の
の
、

未
だ
に
そ
の
回
復
の
軌
道
に
乗
ら
ず
、
依
然
と

し
て
停
滞
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
上
昇
の
兆
し

は
一
向
に
見
え
て
は
来
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
経
済
の
長
引
く
不
況
状
態
が
原
因
で
も 
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○
総
務
費
　
５
億
　
１
１
６
万
円 

・
タ
ヒ
チ
交
流
関
係
事
業 

・
統
計
調
査
関
係 

・
選
挙
関
係
経
費 

・
道
の
駅
整
備
事
業 

・
教
育
施
設
整
備
基
金
積
立 

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助 

 

○
民
生
費
　
３
億
２
、０
５
７
万
円 

・
工
房
ゆ
き
わ
り
関
係
経
費 

・
腎
透
析
通
院
助
成 

・
除
雪
援
護
事
業
助
成 

・
敬
老
会
関
係
経
費 

・
障
害
児
保
育
関
係
経
費 

・
放
課
後
児
童
対
策
経
費 

・
子
育
て
支
援
事
業 

 

○
衛
生
費
　
１
億
８
、０
３
６
万
円 

・
乳
幼
児
医
療
費
扶
助 

・
ご
み
分
別
収
集
関
係
経
費 

・
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業 

・
健
康
づ
く
り
関
連
事
業 

・
生
ゴ
ミ
処
理
機
補
助 

 

○
農
林
水
産
業
費
　
２
億
７
、８
４
９
万
円 

・
県
営
ほ
場
整
備
事
業
負
担
金 

・
畜
産
環
境
美
化
事
業
補
助 

・
生
産
調
整
関
連
事
業 

・
農
地
集
積
促
進
助
成 

・
特
産
品
開
発
補
助 

・
う
ま
い
米
づ
く
り
推
進
事
業
補
助 

・
低
コ
ス
ト
生
産
用
機
械
補
助 

 

○
商
工
費
　
　
　
５
、９
４
４
万
円 

・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
運
営 

・
良
寛
の
里
管
理
運
営 

・
そ
の
他
観
光
事
業 

・
わ
し
ま
ま
つ
り
経
費 

 

○
土
木
費
　
４
億
６
、２
７
０
万
円 

・
村
道
整
備
事
業 

・
道
路
除
雪
関
係
経
費 

・
融
雪
施
設
維
持
補
修
事
業 

・
県
営
事
業
負
担
金 

・
橋
梁
維
持
補
修
事
業 

 

○
消
防
費
　
　
　
９
、４
３
２
万
円 

・
与
板
郷
消
防
・
斎
場
事
務
組
合
負
担
金 

 

○
教
育
費
　
２
億
７
、２
５
７
万
円 

・
学
校
教
育
介
助
員
、
相
談
員
設
置 

・
小
・
中
英
語
指
導
員
派
遣 

・
埋
蔵
文
化
財
発
掘 

・
公
民
館
各
種
教
室
関
係
経
費 

・
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
関
係
費 

・
学
校
週
５
日
対
策
費 

・
統
合
小
学
校
検
討
経
費 

 

○
そ
の
他
　
４
億
３
、６
３
９
万
円 

・
議
会
費 

・
労
働
費 

・
公
債
費 

・
災
害
復
旧
費 

あ
り
、
ま
す
ま
す
深
刻
な
雇
用
問
題
の
悪
化
な

ど
、
将
来
へ
の
見
通
し
は
暗
く
、
ま
た
諸
税
の

改
正
に
よ
る
ア
ッ
プ
や
医
療
費
負
担
の
増
額
も

関
係
機
関
で
は
検
討
さ
れ
、
そ
の
一
部
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
度
か
ら
の
実
施
が
止
む
を
得

な
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
私
た
ち
国
民
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
よ

う
な
推
移
の
な
か
で
は
、
先
行
き
の
不
安
が
解

消
さ
れ
ず
、
消
費
の
拡
大
に
は
、
ま
す
ま
す
消

極
的
に
な
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
「
国
の
財
政
危
機
」
と
合
わ
せ
て
、

地
方
は
自
己
責
任
に
お
い
て
自
己
の
判
断
で
自

治
を
行
う
べ
き
と
の
「
地
方
分
権
」
の
方
針
が

出
さ
れ
、
そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
市
町
村

合
併
が
強
力
に
、
し
か
も
強
制
的
に
進
め
ら
れ

て
い
る
感
が
い
た
し
て
な
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
14
年
度
は
、

い
く
つ
か
の
説
明
会
と
村
内
隈
な
く
対
話
集
会

を
い
た
し
、
そ
の
詳
細
を
ご
説
明
申
し
上
げ
、

ま
た
沢
山
の
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

　
国
で
は
合
併
を
し
な
い
で
、
か
つ
、
一
定
の

人
口
規
模
に
満
た
な
い
市
町
村
に
は
、
そ
の
権

限
を
縮
小
し
、
ま
た
制
限
を
加
え
る
な
ど
、
小

規
模
の
自
治
体
を
切
り
捨
て
る
よ
う
な
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
全
く
容
認
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ご
ろ
全
国
の

市
町
村
長
で
抗
議
と
要
望
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
私
た
ち
は
効
率
の
良
い
市
町
村
の

誕
生
に
つ
い
て
の
合
併
に
対
し
ま
し
て
は
、
反

対
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
和
島
村
は
、
与
板
町
、
出
雲
崎
町
の
３
か
町

村
で
「
三
島
郡
３
か
町
村
合
併
任
意
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
従
来
か
ら
生
活
環
境
の
類
似
部

分
が
多
く
、
人
的
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
三
島
郡
北
部
の
各
町
村
を
集
結
し
た

い
と
す
る
、
こ
の
合
併
に
つ
い
て
村
民
の
皆
様

に
ご
説
明
を
申
し
上
げ
、
そ
の
た
め
の
比
較
資

料
を
作
成
し
ご
提
供
申
し
上
げ
、
各
種
の
調
査

と
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
今
回
 20
歳
以
上
の
方
々
全
員
に
対
し
て
の
「
意

向
調
査
」
を
行
う
に
あ
た
り
、
そ
の
判
断
材
料

と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
努
力
を
い
た
し
て
参

り
ま
し
た
。 

　
「
意
向
調
査
」
の
結
果
は
３
月
後
半
に
集
計

が
で
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

結
果
次
第
に
よ
り
、
そ
の
後
の
対
応
が
は
か
ら

れ
、
こ
の
こ
と
は
各
町
村
長
や
議
会
議
員
、
そ

し
て
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
機
関
と

を
合
わ
せ
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
調
整
が

な
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
国
の
「
地
方
分
権
」
に
は
、
あ
る
意
味
合
い

で
、
理
解
で
き
る
部
分
が
な
い
訳
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
は
必
要
な
財
源
の
移
譲
と

人
材
育
成
な
ど
に
関
す
る
配
慮
や
方
針
が
未
だ

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
推
移
を
待
た
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
真
の
地
方
分
権
を

実
現
す
る
に
は
、
市
町
村
で
は
財
源
が
少
な
く
、

経
済
力
の
乏
し
い
ま
ま
の
税
財
源
制
度
と
な
っ

て
い
る
現
在
の
国
税
と
地
方
税
の
制
度
下
で
は

非
常
に
困
難
で
あ
り
ま
す
。 

　
停
滞
を
続
け
る
経
済
に
よ
り
税
収
の
減
少
、

国
庫
補
助
金
の
縮
減
と
廃
止
、
地
方
交
付
税
交

付
金
の
見
直
し
縮
減
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
、
こ
の
交
付
税
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
税
財
源
の
か
た
よ
り
な
ど
か
ら
、
そ
の
格

差
を
是
正
し
、
国
民
が
日
本
の
ど
こ
で
も
一
定

水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

各
地
方
公
共
団
体
の
財
政
調
整
機
能
制
度
で
あ

る
は
ず
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
制
度
継
続
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

国
の
市
町
村
長
と
力
を
合
わ
せ
、
強
く
要
請
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
縮
減
へ
の
見
直
し
と
い
う
こ
と
が

既
に
実
施
に
移
さ
れ
て
お
り
、
財
政
の
規
模
縮
小

が
当
和
島
村
で
も
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
歳
出
の
見
直
し
と
節
減
、
不
要

不
急
の
厳
し
い
選
択
を
は
か
り
、
平
成
 15
年

度
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
中
で
、
私
は
福
祉
を

優
先
し
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
高
め
、
「
誰
も
が

生
ま
れ
て
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
言
え
る
村
づ
く

り
」
に
努
め
て
参
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
平
成
 12
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
介
護

保
険
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
１
期
３
年
間

の
計
画
期
間
が
終
了
し
、
初
め
て
の
制
度
の
な

か
で
、
在
宅
介
護
や
施
設
入
所
の
介
護
に
腐
心

い
た
し
ま
し
た
。 

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
土
日
祝
祭
日
も

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
、
多
数
の
方
々

か
ら
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
本
年
か
ら
は
第
２
期
の
介
護
保
険
計
画
に
入
り

ま
す
が
、
新
た
な
施
設
の
開
設
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
新
規
に
取
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
の
皆
様
か
ら
の
保
険
料

を
引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
従
来
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
新
た
な
介
護
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
介
護
福
祉
の

充
実
に
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。 

　
合
わ
せ
て
介
護
予
防
や
高
齢
者
の
皆
様
方
が

健
康
に
暮
ら
せ
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
食
生
活
の
改
善
、
転
倒
骨
折
予
防
や
痴
呆
予

防
な
ど
も
、
新
た
な
事
業
と
し
て
展
開
す
る
こ

と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
機
能
訓
練
の
個
所
数
も
増
や
し
、
普

段
の
健
康
管
理
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
介
護
を

必
要
と
し
な
い
健
康
な
身
体
を
保
つ
こ
と
に
も

意
を
配
し
ま
し
た
。 

　
全
国
的
な
少
子
化
の
な
か
で
、
時
代
を
担
う

子
供
た
ち
の
健
全
な
成
長
は
、
そ
の
親
や
家
族

の
み
な
ら
ず
地
域
全
体
が
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
安
心
し
て
子
供
を

生
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
を
構
築
し
て
ゆ
く
こ

と
も
大
事
で
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
近
年
、
子
育
て
に
不
安
を
持
ち
、
そ

れ
が
長
じ
て
不
幸
な
出
来
事
と
し
て
他
で
は
報

じ
ら
れ
る
事
例
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
子
育
て
に
対
す
る
不
安
や
悩
み

の
相
談
、
仲
間
作
り
や
交
流
の
場
を
作
っ
て
い

く
「
子
育
て
支
援
事
業
」
も
新
し
く
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
交
流
を
進
め
る
中
で
、
楽
し
く
愛

情
い
っ
ぱ
い
な
子
供
た
ち
が
、
こ
の
和
島
村
に

あ
ふ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
わ
が
国
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農

業
施
策
に
お
き
ま
し
て
は
、
昭
和
 45
年
以
来

食
糧
法
の
も
と
で
続
け
て
参
り
ま
し
た
、
生
産

調
整
と
自
主
流
通
米
と
政
府
米
の
計
画
流
通
制

度
に
よ
る
価
格
維
持
政
策
か
ら
、
市
場
原
理
の

も
と
で
の
流
通
と
、
価
格
形
成
を
前
提
と
し
た

計
画
生
産
と
経
営
安
定
政
策
へ
の
転
換
で
、
昨

年
 12
月
国
に
お
い
て
示
さ
れ
ま
し
た
市
場
や

消
費
者
を
重
視
し
た
「
売
れ
る
米
作
り
」
を
目

指
す
米
政
策
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
「
米
作
り

の
本
来
あ
る
べ
き
姿
」
を
平
成
 22
年
ま
で
に

実
現
す
べ
く
「
米
政
策
改
革
基
本
要
綱
」
が
検

討
さ
れ
、
今
国
会
で
食
糧
法
の
改
正
と
と
も
に

関
連
法
案
が
審
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 
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市
町
村
単
位
で
水
田
農
業
の
将
来
方
向
を
定

め
る
「
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
素
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
平
成
 14
年
度
で
進
め

て
お
り
ま
す
「
地
域
農
業
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」

に
は
、
集
落
営
農
を
核
と
し
た
集
落
の
活
性
化

計
画
を
一
層
充
実
し
、
加
え
て
ほ
場
整
備
等
農

業
基
盤
の
整
備
を
進
め
、
「
米
政
策
改
革
」
が

軌
道
に
乗
る
ま
で
は
、
引
き
続
き
「
と
も
補
償
」

及
び
転
作
に
対
す
る
助
成
な
ど
を
行
う
考
え
で

あ
り
ま
す
。 

　
ほ
場
整
備
事
業
の
う
ち
「
桐
島
・
桐
原
地
区

ほ
場
整
備
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
面
的
工

事
が
完
了
し
換
地
業
務
と
周
辺
工
事
を
残
す
だ

け
と
な
り
ま
し
た
。 

　
「
保
内
地
区
ほ
場
整
備
事
業
」
は
２
年
目
に

入
り
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
連
動
事
業
と
な
っ
て

お
り
ま
す
、
農
地
集
積
の
促
進
、
機
械
利
用
組

合
へ
の
助
成
等
農
業
生
産
性
低
コ
ス
ト
化
に
向

け
た
予
算
を
計
上
、
さ
ら
に
、
全
国
と
も
補
償

が
大
幅
に
減
額
さ
れ
る
中
で
、
生
産
調
整
補
償

面
で
は
均
衡
を
図
り
な
が
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
「
地
域
と
も
補
償
」
並
び
に
転

作
大
豆
の
本
作
化
条
件
整
備
事
業
を
採
用
い
た

し
ま
し
た
。 

　
県
営
た
ん
水
防
除
事
業
お
よ
び
岩
方
揚
水
機

場
改
修
も
計
画
さ
れ
、
そ
の
負
担
金
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。 

　
農
業
基
盤
整
備
に
関
し
、
国
や
県
の
補
助
対

象
外
の
も
の
に
対
し
村
独
自
の
「
農
業
用
施
設

整
備
事
業
補
助
金
」
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続

き
実
施
い
た
し
ま
す
。 

　
米
作
に
対
し
過
去
２
ヵ
年
の
実
施
で
顕
著
な

効
果
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
「
カ
メ
虫
防
除
」
を

含
む
病
害
虫
防
除
に
対
し
ま
し
て
も
、
そ
の
影

響
や
世
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
実
施
し
た
い
考
え

で
お
り
ま
す
。 

　
特
産
品
開
発
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
試
み
の
中

か
ら
、
よ
う
や
く
「
自
然
薯
と
食
用
菊
」
に
可

能
性
が
見
え
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
の
育

成
に
対
し
更
に
努
力
を
い
た
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

　
林
業
関
係
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
森
林
の
水

源
涵
養
機
能
な
ど
、
そ
の
森
林
が
持
つ
他
面
的

機
能
の
発
揮
を
図
り
、
国
土
を
守
り
、
自
然
環

境
を
守
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
維
持
す
る
に
あ
た
り
、
新
た
な
森
林
施
業
の

事
業
計
画
を
支
援
す
る
べ
く
、
「
森
林
整
備
地

域
活
動
支
援
交
付
金
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
和
島
村
を
縦
貫
し
て
お
り
ま
す
、
一

般
国
道
１
１
６
号
は
、
北
陸
自
動
車
道
及
び
一

般
国
道
８
号
の
代
替
路
線
と
し
て
の
機
能
を
持

つ
幹
線
道
路
で
、
近
年
特
に
大
型
車
の
交
通
量

が
増
大
し
、
こ
れ
に
よ
り
騒
音
と
振
動
、
排
気

ガ
ス
等
生
活
環
境
の
悪
化
な
ど
沿
道
の
住
民
の

方
々
に
は
大
変
お
難
儀
と
ご
苦
労
を
お
か
け
し

て
お
り
、
こ
の
解
消
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま

し
た
。 

　
狭
隘
で
カ
ー
ブ
が
あ
る
た
め
児
童
・
生
徒
の

交
通
事
故
が
常
に
心
配
さ
れ
る
中
、
一
日
も
早

い
バ
イ
パ
ス
開
通
を
国
土
交
通
省
に
強
く
働
き

か
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
本
年
度
全

線
の
供
用
開
始
の
見
込
み
が
立
っ
た
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
こ
れ
に
併
せ
て
、
国
土
交
通
省
と
一
体
型
で

整
備
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
「
道
の
駅
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
長
岡
国
道
事
務
所
と
連
絡
調
整

を
取
り
な
が
ら
、
地
域
の
文
化
や
歴
史
、
名
所

や
特
産
品
等
を
紹
介
す
る
情
報
交
流
の
場
と
し

て
も
整
備
を
い
た
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
の
施
策
を
展
開
す
る
よ
う
考
え
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
こ
の
バ
イ
パ
ス
開
通
に
伴
い
、
「
良
寛
の
里
」

へ
の
大
型
看
板
を
設
置
い
た
し
、
誘
客
に
一
層

の
努
力
と
工
夫
を
い
た
し
、
開
通
記
念
の
特
別

展
示
を
企
画
す
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
開
設
以
来
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
対
し
ま
し
て
も
、
そ
の

連
絡
道
路
と
し
て
有
効
に
働
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
県
道
長
岡
和
島
線
の
阿
弥
陀
瀬
ト
ン
ネ
ル
に

つ
き
ま
し
て
は
、
益
々
車
両
の
通
行
量
が
増
大

し
て
お
り
、
国
道
１
１
６
号
へ
の
連
絡
道
路
の

重
要
性
が
増
し
て
来
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
改
良
工
事
を
重
点
に
据
え
、
村
道

改
良
と
橋
梁
の
維
持
補
修
を
折
り
込
み
、
県
営

の
急
傾
斜
地
対
策
事
業
お
よ
び
県
道
改
良
な
ど
、

そ
の
継
続
と
事
業
量
確
保
に
努
力
を
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　
教
育
の
分
野
に
お
い
て
も
、
行
政
改
革
や
経

済
構
造
改
革
に
も
合
致
さ
せ
る
と
と
も
に
、
少

子
高
齢
化
、
国
際
化
そ
し
て
情
報
化
と
言
っ
た

社
会
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

　
平
成
 14
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
と
完

全
学
校
週
５
日
制
の
実
施
や
、
中
高
一
貫
教
育

の
導
入
な
ど
の
教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。 

　
和
島
村
で
は
、
第
４
次
綜
合
計
画
の
中
で
「
豊

か
な
む
ら
・
わ
し
ま
づ
く
り
」
そ
し
て
「
こ
こ

ろ
の
豊
か
さ
づ
く
り
」
を
提
唱
し
、
幼
児
教
育

と
学
校
教
育
の
充
実
、
青
少
年
健
全
育
成
と
生

涯
学
習
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
を
掲
げ
、
「
村

づ
く
り
の
原
点
は
人
づ
く
り
」
と
日
頃
か
ら
申

し
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
次

代
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
教
育
は
、
い
つ
の
時

代
に
お
き
ま
し
て
も
こ
れ
で
充
分
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
近
年
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
「
少
年
犯
罪
」
「
暴

力
行
為
」
「
幼
児
虐
待
」
、
そ
し
て
「
い
じ
め

問
題
」
や
「
不
登
校
問
題
」
な
ど
、
ま
こ
と
に

そ
の
行
動
が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
背

景
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
が
、
子
育
て

や
「
し
つ
け
」
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
親
、
ま

た
、
無
関
心
な
親
の
増
加
と
も
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
未
然
防
止
を
図
る
に
は
、
家
庭
教

育
を
見
つ
め
な
お
し
、
家
庭
、
学
校
、
そ
し
て

地
域
社
会
が
一
体
と
な
り
、
行
政
と
連
携
し
た

子
育
て
教
育
を
推
進
し
て
行
き
た
い
と
考
え
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
学
校
週
５
日
制
の
対
応
を
機
に
し
て
結
成
し

ま
し
た
「
こ
な
か
ク
ラ
ブ
」
や
青
少
年
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
、
各
種
講
座
や
教
室
の
開
催

は
そ
の
一
助
に
な
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
す
桐
島
・
島
田
両
小

学
校
の
統
合
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
建

設
位
置
の
選
定
に
つ
い
て
現
在
「
教
育
施
設
整

備
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
て
さ
ら
に
検
討
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
以
上
、
各
般
に
わ
た
り
現
状
等
ご
説
明
と
考

え
方
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
ま
し
て
、
平
成
 15
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

　
国
の
財
政
対
策
か
ら
端
を
発
し
て
お
り
ま
す
、

構
造
改
革
に
は
じ
ま
り
地
方
に
対
し
て
も
自
立

を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
地
方
分
権
の
時
代
に
対
し
、
そ

の
受
け
皿
と
し
て
も
、
個
々
の
能
力
と
体
制
を

整
え
、
私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
者
と
致
し
ま
し

て
は
、
常
の
努
力
を
怠
る
こ
と
な
く
研
鑚
を
し

な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
市
町
村
合
併
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今

の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
自
治
体
を
誕
生
さ
せ
、

少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
起
き
得
る
問
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
認
識
と
解
決
に
い
ち

早
く
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

　
効
率
の
良
い
行
政
を
実
現
す
る
た
め
、
厳
し

い
行
政
改
革
と
健
全
な
財
政
運
営
が
要
求
さ
れ

て
お
り
ま
す
中
で
、
わ
た
く
し
は
、
な
お
一
層

の
福
祉
向
上
に
も
努
め
、
「
生
き
が
い
と
誇
り

に
満
ち
た
元
気
な
む
ら
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ

と
を
お
約
束
申
し
上
げ
、
議
会
並
び
に
村
民
の

皆
様
方
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
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トピックス 

両
高
集
落
　
宝
く
じ
助
成
金
で
「
お
祭
御
輿
」
を
一
新 
お
口
の
手
入
れ
は
忘
れ
ず
に
　
パ
ー
ト
1
 

や
さ
し
い
村
へ
の
第
一
歩 

お
口
の
手
入
れ
は
忘
れ
ず
に
　
パ
ー
ト
2
 

決
意
を
新
た
に
３
年
間
の
締
め
く
く
り 

み
ん
な
で
踊
っ
て
お
祝
い
だ 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す 

                     　
３
月

 11
日

 （火）
ゆ
き
わ
り
荘
に
お
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
地
区
リ
ハ
ビ
リ
の
補
助

員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
た
も
の
で
、

 13
地
区
か
ら

 60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
ま
ず
、
保
健
師
か
ら
地
区
リ
ハ
ビ
リ

の
状
況
が
説
明
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
地
区
の
実
状
に
あ
わ
せ
て
運
営

し
て
い
く
こ
と
等
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
午
後
か
ら
は
転
倒
予
防
講
習
が
お
こ

な
わ
れ
体
操
の
や
り
方
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
転
倒
予
防
の
体
操
は
こ
れ
か
ら

各
地
区
リ
ハ
で
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
 

   

　
２
月

 22
日

 （土）
ゆ
き
わ
り
荘
に
お
い
て

介
護
者
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
介
護
者
の
口
腔
ケ
ア
、

新
潟
市
か
ら
歯
科
衛
生
士
の
野
口
佳
奈

子
さ
ん
を
講
師
と
し
て

 10
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
実
技
指
導
で
は
、
右
半
身
が
マ
ヒ
し

て
い
る
介
護
者
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
ず
は
介
護
者
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
て
歯
磨
を
始
め
、
歯
を
磨
く
時
は

順
番
を
決
め
て
細
か
く
行
う
こ
と
な
ど

が
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

　
野
口
講
師
は
「
口
腔
ケ
ア
は
続
け
れ

ば
必
ず
効
果
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら

毎
日
続
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　 
                    

　
２
月

 25
日

 （火）
、
梅
田
集
落
で
地
区
リ

ハ
ビ
リ
を
利
用
し
て
高
齢
者
歯
科
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
長
岡
か
ら
歯
科
衛
生
士
２

名
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
高
齢
者

 10

人
ほ
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
最
初
に
歯
周
病
の
話
が
行
わ
れ
、
歯

を
失
う
原
因
の
約
４
割
が
歯
茎
の
病
気

と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
、
「
歯
と
歯
茎

の
間
の
歯
磨
が
と
て
も
重
要
で
す
」
と

話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
歯
磨
や
入
れ
歯
の
手
入
れ

の
や
り
方
や
、
つ
ば
が
良
く
出
る
舌
の

運
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
、
こ
れ
か
ら
３
年
を
か

け
て
村
内
各
地
区
に
回
り
ま
す
。 

　
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と

し
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助

成
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
と
健
全
な

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
に
よ
り
、
両

高
集
落
が
秋
の
収
穫
感
謝
祭
用
の
御
輿

購
入
に
際
し
助
成
を
受
け
ま
し
た
。 

　
従
来
は
、
手
作
り
樽
御
輿
で
実
施
さ

れ
て
き
た
祭
で
す
が
、
近
年
損
傷
が
著

し
く
更
新
に
つ
い
て
思
案
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
こ
の
度
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
、

念
願
か
な
っ
て
新
し
い
御
輿
を
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
３
月

 21
日

 （金）
に
は
真
新
し
い
御
輿
が

届
き
、
集
落
の
み
な
さ
ん
も
大
喜
び
で

す
。
今
年
の
収
穫
感
謝
祭
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

　
５
月
の
第
４
日
曜
日
の
春
の
祭
礼
で

お
ひ
ろ
め
さ
れ
、
そ
の
後
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
、

 10
月
の
第
２
日
曜
日
の

秋
の
収
穫
祭
で
も
活
用
さ
れ
ま
す
。 

　
今
年
は
春
の
祭
礼
や
秋
の
収
穫
祭
が

今
ま
で
以
上
の
盛
り
上
が
り
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
ま
た
集
落
の
皆
様
の
親

睦
も
よ
り
一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い

た
し
て
お
り
ま
す
。 

   

　
２
月

 21
日

 （金）
、
桐
島
小
学
校
６
年
生

グ
ル
ー
プ
が
ゆ
き
わ
り
荘
に
お
い
て
、

総
合
学
習
で
集
め
た
ア
ル
ミ
缶
を
換
金

し
た
お
金
で
購
入
し
た
杖
を
和
島
村
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
し
ま
し
た
。 

　
桐
島
小
６
年
生
は
総
合
学
習
の
時
間

に
人
に
「
や
さ
し
い
村
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
学
習
を
進
め
、
そ
の
一
つ
の
グ
ル
ー

プ
が
５
月
〜

 11
月
ま
で
の
間
に
、
ア
ル

ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
集
め
ま
し
た
。 

　
そ
の
内
ア
ル
ミ
缶
を
換
金
し
、
福
祉

器
具
と
し
て
杖
を
購
入
し
た
も
の
で
す
。

ゆ
き
わ
り
荘
で
は
、
こ
の
杖
を
有
効
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

　
３
月

 12
日
、
北
辰
中
学
校
で
第

 50
回

の
卒
業
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
式
典
で
は
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
が

壇
上
で
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
堂
々
と
述

べ
、
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け

取
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
校
長
先
生
か
ら
卒
業
生
へ
「
こ

れ
か
ら
困
難
に
出
会
い
、
嫌
な
思
い
を

す
る
こ
と
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
良
寛
様
の
慈
愛
の
心
を
忘
れ
ず
、
元

気
で
・
本
気
で
・
根
気
よ
く
、
さ
き
ほ

ど
述
べ
た
夢
・
志
を
し
っ
か
り
抱
き
つ

づ
け
る
そ
の
こ
と
は
、
あ
な
た
達
の
道

を
開
い
て
い
く
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
」

と
は
な
む
け
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
晴
れ
や
か
な
表
情
で
中
学
校
生
活
最

後
の
締
め
く
く
り
に
臨
ん
だ

 55
名
の
卒

業
生
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

胸
に
３
年
間
過
ご
し
た
学
舎
に
別
れ
を

つ
げ
ま
し
た
。
 

 

  　
３
月
２
日

 （日）
に
ゆ
き
わ
り
荘
に
お
い

て
、
和
島
村
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
ゆ

き
わ
り
会
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
「
成

人
及
び
新
入
学
を
祝
う
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
「
ゆ
き
わ
り
会
」
と
は
、
知
的
障
害

児
・
者
を
も
つ
親
と
そ
れ
に
賛
同
す
る

方
で
構
成
さ
れ
る
会
で
、
平
成
９
年
に

知
的
障
害
児
・
者
を
、
守
り
そ
の
幸
福

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
成
人
を
迎
え
た
者
と

養
護
学
校
や
ろ
う
学
校
に
入
学
が
決
ま
っ

た
子
供
の
お
祝
い
会
で
、
「
良
寛
わ
し

ま
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
隊
」
の
み
な
さ

ん
も
お
祝
い
に
か
け
つ
け
、
み
ん
な
で

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
お
ど
り
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。
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平
成
13
年
中
の
建
物
火
災
の
出
火
原
因 

新 

 総　務　課　課　長 大　矢　猛　雄 地域開発課　課　長 

 地域開発課　課　長 古　室　　　栄 教育委員会　局　長 

 教育委員会　局　長 久　住　一　雄 住　民　課　係　長 

 総　務　課　係　長 東　條　春　雄 地域開発課　係　長 

 住　民　課　主　任 菊　地　希　典 総　務　課　主　事 

 北辰中学校　用務員 片　桐　篤　良 桐島小学校　用務員 

 桐島小学校　用務員 近　藤　勇　司 島田小学校　用務員 

 総　務　課　主　事 池　田　泰　弘 新　採　用 

 住　民　課　主　事 齋　藤　泰　弘 新　採　用 

 地域開発課　主　事 山　口　拓　郎 新　採　用 

 島田小学校　用務員 池　田　昇　司 新　採　用 

 退　　　職 佐々木　貞　夫 総　務　課　課　長 

 退　　　職 布　施　芳　雄 北辰中学校　用務員 

氏　　名 旧 新 氏　　名 旧 

役場職員及び小中学校教職員人事異動 役場職員及び小中学校教職員人事異動 
■役場職員人事異動 

（平成１5年４月1日付け） 

学　校　名 
転　　出　　者 

職　名 氏　　名 年数 転　出　先 職　名 氏　　名 旧　任　地 

転　　入　　者 

■平成14年度末・平成15年度初教職員 
和島村教育委員会 

建物火災出火原因 

1位 

2位 

3位 

4位 

5位 

6位 

7位 

8位 

9位 

10位 

こんろ 
ストーブ 
放火 
たばこ 

電灯電話等配線 
たき火 
電気機器 
火あそび 
電気装置 
風呂かまど 

合計　592件 

101件 
58件 
56件 
48件 
34件 
17件 
15件 
14件 
13件 
10件 

 桐島小学校 教　諭 鈴　木　千代子 5 越路町　塚 山 小 学 校 

  教　諭 阿　部　元　治 ３ 小国町　下小国小学校 

  養護教諭 今　井　麻　里 7 刈羽村　刈 羽 中 学 校 

 島田小学校 校　長 碁　石　　　学 3 退　　　　職 

  教　諭 五十嵐　　　緑 ３ 小千谷市　千 田 小 学 校 

  主　任 小　林　美枝子 7 長岡市　関 原 小 学 校 

 北辰中学校 校　長 中　森　　　保 5 退　　　　職 

  栄養職員 亀　倉　貴　子 2 村松町　愛 宕 中 学 校 

 教　諭 須　田　春　代 小千谷市　東小千谷小学校 

 教　諭 三　浦　靖　史 長岡市　関 原 小 学 校 

 養護教諭 長谷川　　　泉 柏崎市　野 田 小 学 校 

 校　長 有　本　久美子 紫雲寺町　米 子 小 学 校 

 教　諭 原　田　律　子 大和町　浦 佐 小 学 校 

 教　諭 佐　藤　信　子 長岡市　神 田 小 学 校 

 校　長 坂　井　俊　美 六日町　大 巻 中 学 校 

 栄養主査 大　谷　千恵子 長岡市　希望が丘小学校 

 
 

 
 

 
 

 
      

　
４
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
７
日
間
、

県
下
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。 

　
平
成

 13
年
県
内
で
の
出
火
原
因
の
半

数
以
上
が
火
の
取
扱
う
人
の
不
注
意
に

よ
る
も
の
で
す
。 

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
強
い
風
の
吹

く
日
も
多
く
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
状

態
に
な
り
ま
す
。 

　
特
に
山
林
で
の
火
入
れ
、
た
き
火
、

芝
焼
き
等
、
火
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

し
て
火
災
の
な
い
住
み
よ
い
村
に
し
ま

し
ょ
う
。 

 

生 涯 学 習 情 報  

▲ 昨年の観戦ツアー 

▲ 3月2日　初心者スキー教室 
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ご
利
用
下
さ

利
用
下
さ
い
！
使
！
使
い 

や
す
く
な
っ
た
体
育
館

た
体
育
館 

ご
利
用
下
さ
い
！
使
い 

や
す
く
な
っ
た
体
育
館 

 
 

 
 

　
和
島
村
で
は
平
成

 13
年
か
ら
体
育
館

の
一
般
開
放
を
し
て
い
ま
す
。
土
日
祝
日
で
、

団
体
等
の
利
用
を
除
く
指
定
日
が
利
用

可
能
で
す
（
毎
月
の
広
報
わ
し
ま
の
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。一
人
で
も
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
た

だ
し
、幼
児
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
）ま
た
体
育
用
具
の
貸
し
出

し
も
致
し
ま
す
。 

　
利
用
申
込
は
体
育
館
事
務
室
で
必
要

事
項
を
記
入
だ
け
で
結
構
で
す
。 

詳
し
く
は
和
島
村
教
育
委
員
会
ま
で 

　
　
　
　
　
　
　 

（
T

 74
―
３
１
１
１
） 

　
村
民
の
皆
様
に
ご
利
用
頂
い

て
お
り
ま
す『
和
島
村
民
野
球
場
』

が
、内
野
及
び
外
野
の
一
部
改
修

工
事
に
伴
い
左
記
の
期
間
、使
用

が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。 

　
村
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

◇
使
用
中
止
期
間 

　
４
月
〜
６
月
中
旬
ま
で 

■
問
合
せ
先
…
和
島
村
教
育
委

　
員
会（
T
74
―
３
１
１
１
） 
 

　
３
月

 22
日

 （土）
、
小
体
育
館
に
お
い
て

ち
び
っ
こ
体
育
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
最
後
の
教
室
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
親
子
一
緒
に
楽
し
く
運
動
を
行

な
い
ま
し
た
。
パ
ン
食
い
競
争
も
行
な

わ
れ
、
加
勢
コ
ー
チ
の
指
導
の
も
と
体

育
館
に
は
子
供
た
ち
の
元
気
な
歓
声
が

響
い
て
い
ま
し
た
。 

　
運
動
終
了
後
、
下
村
公
民
館
長
よ
り

子
供
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
お
楽
し
み
会

が
行
な
わ
れ
、
ち
び
っ
こ
体
育
教
室
は

一
年
間
の
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 
    

　
和
島
村
体
育
協
会
で
は
、
５
月
５
日

（
祝
日
）
こ
ど
も
の
日
を
記
念
し
て
、

小
学
３
〜
６
年
生
を
対
象
に
「
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
サ
ッ
カ
ー
観
戦
ツ
ア
ー
」

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
ツ
ア
ー
に
添
乗
員
と
し
て
、
同

行
し
て
く
れ
る
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
と
一
緒

に
熱
く
『
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
』
を
応
援

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
サ
ッ
カ
ー
好
き
、

子
供
好
き
の
高
校
生
（
男
女
問
わ
ず
）

の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
 !!
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
、
ご
遠
慮
な
く
問
合
せ
下
さ
い
。 

■
問
合
せ
・
申
込
先 

　
和
島
村
体
育
協
会
（
和
島
村
教
育
委

員
会
）
　
（
T

 74
―
３
１
１
１
） 

 

　
去
る
２
月
９
日

 （日）
と
３
月
２
日

 （日）
の

２
回
に
わ
た
り
、
妙
高
池
の
平
ス
キ
ー

場
を
会
場
に
「
初
心
者
ス
キ
ー
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
２
月
の
教
室
は
、

 16
名
が
参
加
。
バ

ス
の
中
か
ら
楽
し
み
の
参
加
者
た
ち
で

し
た
が
、
現
地
天
候
は
、
目
の
前
が
真
っ

白
の
雪
と
ガ
ス
！
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
。
雪
山
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
た
教
室

で
し
た
。 

　
３
月
は
、

 26
名
が
参
加
。
天
候
は
…

と
い
う
と
、
前
回
が
嘘
の
よ
う
な
快
晴

の
天
気
！
絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
と
な
り

ま
し
た
。
頂
上
か
ら
は
、
富
士
山
も
望

め
た
と
か

 ?!
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
最
高

の
環
境
で
学
習
で
き
、
大
満
足
の
１
日

で
し
た
。
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
は
、
技
術

よ
り
も
天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ

と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
今
回
の
ス
キ
ー

教
室
で
し
た
。 



　
人
生
80
年
の
時
代
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。
そ

の
た
め
に
は
「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
を
す
る
」
「
適
度
な
運
動

を
す
る
」
「
心
身
を
休
養
さ
せ
る
」
、
こ
の
３
つ
に
重
点
を
お
い
て
生
活
を

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
運
動
不
足
の
人
に
と
っ
て
、

一
番
お
っ
く
う
な
の
が
適
度
な
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
和
島
村
で
は
み
な
さ
ん
が
楽
し
く
運
動
を
で
き
る
各
種
の
教
室
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
健
康
を
保
つ
た
め
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、
高
齢
者

の
転
倒
を
防
止
す
る
た
め
、
理
由
は
様
々
だ
と
思
い
ま
す
が
運
動
を
し
て
い

つ
ま
で
も
健
康
な
身
体
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

▲ 平成14年度の水中ウォークの様子 

▲ 平成14年度さわやかレディ教室 
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血圧異常者 
毎日30分歩かない 毎日30分歩かない 

脂質異常者 

 

味付けは濃いほう 

階段よりエレベーターを使う 

マヨネーズを週1回以上使う 

洋菓子を週2回以上食べる 

みそ汁を日に2杯以上飲む 階段よりエレベーターを使う 

しょう油の代わりに香辛料を
つかう 

低脂肪乳を飲まない 

1位 

3位 

4位 

5位 

2位 

表1．血圧異常者と脂質異常者の生活習慣割合（多い順） 

平成14年生活習慣見直しアンケート結果より 

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
体
力
維
持
等

の
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、
誰
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
教
室
で
す
。 

　
日
　
程 

　
Ａ
日
程
４
月

 16
、

 23
日
、
５
月
７
日 

　
Ｂ
日
程
５
月

 14
、

 21
日
、
６
月
４
日 

　
Ｃ
日
程
９
月

 24
日
、

 10
月
１
、

 15
日 

　
時
　
間
：
午
後
７
時

 30
分
〜
９
時 

　
会
　
場
：
保
健
セ
ン
タ
ー
等 

　
講
　
師
：
加
勢
幸
江
　
先
生 

　
　
　
　
　
今
井
裕
子
　
先
生 

　
内
　
容
（
各
日
程
同
一
内
容
を
実
施
） 

　
第
１
回
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク 

　
　
　
　
（
体
脂
肪
測
定
、
血
中
測
定
） 

　
第
２
回
　
脈
拍
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク 

　
　
　
　
　
有
酸
素
運
動 

　
第
３
回
　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ 

　
　
　
　
　
有
酸
素
運
動 

　
対
　
象
：
ど
な
た
で
も 

　
募
集
定
員
：
各
回
　

 15
名
程
度 

　
参
加
料
：
５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
） 

ヘ
ル
ス（
健
康
健
康
）ア
ッ
プ
教
室

プ
教
室 

ヘ
ル
ス（
健
康
）ア
ッ
プ
教
室 

　
主
に
中
高
年
に
対
し
て
生
活
習
慣
病

の
予
防
、
体
力
維
持
等
の
健
康
作
り
を

目
的
に
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

教
室
で
す
。 

　
開
催
日
：

 10
月
か
ら
３
月
ま
で
計

 10
回 

　
時
　
間
：
午
前
９
時

 30
分
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 11
時

 30
分 

　
会
　
場
：
和
島
村
小
体
育
館 

　
　
　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
等 

　
講
　
師 

　
健
康
運
動
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
加
勢
幸
江
先
生
他 

　
内
　
容
：
ス
ト
レ
ッ
チ
、
軽
運
動
、

　
　
　
　
　
健
康
体
操
等 

　
対
　
象
： 

ど
な
た
で
も 

　
募
集
定
員
：

 40
名
程
度 

　
参
加
料
：
１
、０
０
０
円 

　
　
　
　
　
（
保
険
料
を
含
む
） 

さ
わ
や
か
健
康
教
室

さ
わ
や
か
健
康
教
室 

さ
わ
や
か
健
康
教
室 

　
後
期
高
齢
者
の
転
倒
に
よ
る
怪
我
を

防
ぎ
、
イ
キ
イ
キ
と
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
転
倒
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

　
対
　
象 

　
75
歳
前
後
で
転
ん
だ
こ
と
の
あ
る
方

　
や
不
安
な
方 

　
内
　
容 

　
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
　 

　
・
楽
し
い
集
団
体
操 

　
・
体
力
測
定
と
個
人
に
あ
わ
せ
た
運

　
　
動
メ
ニ
ュ
ー 

　
時
　
間
：
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

　
定
　
員
：
10
人
程
度 

　
場
　
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
講
　
師
：
加
勢
　
幸
江 

先
生 

　
　
　
　
　
（
理
学
療
法
士
） 

　
水
中
で
の
運
動
を
テ
ー
マ
に
健
康
の

増
進
を
図
り
ま
す
。
特
に
腰
や
ひ
ざ
に

持
病
が
あ
る
か
た
は
有
効
な
運
動
に
な

り
ま
す
。 

　
開
催
日 

　
①
７
月
９
、
18
、
23
日 

　
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分 

　
②
７
月
28
日 

　
　
８
月
４
、
７
日 

　
　
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分 

　
会
　
場
：
和
島
村
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル 

　
講
　
師
：
水
中
運
動
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

　
　
　
　
　
　
タ
ー
今
井
裕
子
先
生
他 

　
内
　
容
：
水
中
ウ
ォ
ー
ク
等 

　
募
集
定
員
：
30
名
程
度 

　
参
加
費
：
５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
） 

水
中
運
動
教
室

水
中
運
動
教
室 

「
い
き
い
き
健
康
教
室
」

「
い
き
い
き
健
康
教
室
」 

水
中
運
動
教
室 

「
い
き
い
き
健
康
教
室
」 

後
期
高
齢
者
の

後
期
高
齢
者
の 

　
　
　
転
倒
予
防
教
室

　
　
　
転
倒
予
防
教
室 

後
期
高
齢
者
の 

　
　
　
転
倒
予
防
教
室 

ヘルス(健康)教室・さわやか健康教室 

水中運動「いきいき健康教室」 

和島村教育委員会 
T74－3111　内線272 

後期高齢者の転倒予防教室 

役場住民課保健衛生係 
T74－3111　内線251

転倒有り 
26％ 

転倒無し 
74％ 

転倒有り 
26％ 

転倒無し 
74％ 

庭 
24％ 

畑 
21％ 道路 

18％ 
坂道 
4％ 

林 
4％ 

歩道橋 
4％ 

玄関 
14％ 

居間 
7％ 

その他 
4％ 

 

       

　
昨
年
の
生
活
習
慣
見
直
し
ア
ン
ケ
ー

ト
で
血
圧
異
常
者
、
脂
質
異
常
者
の
生

活
習
慣
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
「
毎

日
 30
分
以
上
歩
か
な
い
」
で
し
た
。
（
表

１
）
そ
こ
で
、
生
活
習
慣
病
予
防
、
体

力
維
持
等
の
健
康
作
り
の
た
め
に
も
「
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」
と
「
さ
わ
や
か
健

康
教
室
」
に
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

　
運
動
し
て
病
気
の
な
い
健
康
な
身
体

で
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　 　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
は
４
月
以
降
３

回
を
１
教
室
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
対

象
は

 18
歳
以
上
の
男
女
で
、
開
催
時
間

も
午
後
７
時

 30
分
〜
９
時
ま
で
と
働
い

て
い
る
方
で
も
、
参
加
し
や
す
い
時
間

帯
を
設
定
し
て
い
ま
す
。 

　
内
容
は
主
に
有
酸
素
運
動
で
す
。
ダ

イ
エ
ッ
ト
な
ど
で
よ
く
聞
く
有
酸
素
運

動
で
す
が
、
脂
肪
の
燃
焼
を
効
率
的
に

行
う
だ
け
で
な
く
心
肺
機
能
も
向
上
さ

せ
ま
す
。
有
酸
素
運
動
は
、
普
段
の
呼

吸
よ
り
酸
素
を
多
く
取
り
込
み
、
二
酸

化
炭
素
も
多
く
吐
き
出
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
心
臓
と
肺
で
の
呼
吸
、
循
環
機

能
が
活
性
化
さ
れ
る
わ
け
で
す
。 

　
ま
た
こ
れ
ら
の
運
動
で
「
背
筋
や
骨

を
強
く
す
る
」
「
血
圧
を
下
げ
る
」
な

ど
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
心
肺
機
能

だ
け
で
な
く
、
体
全
体
の
老
化
を
防
ぐ

た
め
に
も
役
立
ち
ま
す
。 

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
で
は
こ
の
有
酸

素
運
動
を
中
心
に
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
保
健
師
に
よ
る
健
康
ア
ド
バ
イ

ス
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ

ス
を
有
効
に
生
か
し
、
い
つ
ま
で
も
元

気
と
活
力
に
満
ち
た
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                            

　
身
体
の
機
能
を
さ
び
つ
か
せ
な
い
た

め
に
も
適
度
に
運
動
す
る
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
体
力
に
い
ま
い
ち
自
信
が

な
い
人
。
運
動
を
し
た
く
て
も
何
を
し

た
ら
い
い
か
、
分
か
ら
な
い
人
な
ど
は

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
転
倒
は
平
ら
な
道
や
小
さ
な
階
段
住

み
慣
れ
た
家
な
ど
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で

発
生
し
ま
す
。
自
分
で
思
っ
て
い
る
ほ

ど
足
が
上
が
っ
て
お
ら
ず
転
ん
で
し
ま

う
の
で
す
。
こ
の
転
倒
が
原
因
で
骨
折

し
て
し
ま
っ
た
人
が
、
寝
た
き
り
に
な

る
ケ
ー
ス
が
現
在
と
て
も
多
く
み
ら
れ

ま
す
。 

　
和
島
村
が
桐
島
・
島
田
６
地
区
で
平

成
 12
年
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
高
齢
者

１
０
９
人
中
転
倒
し
た
方
は

 26
％
。
そ

の
内
骨
折
を
し
た
人
が
１
名
い
ま
し
た
。

ま
た
平
成

 14
年
の
調
査
で
、
和
島
村
で

は
 80
歳
以
上
の
生
活
機
能
得
点
が
全
国

平
均
に
比
べ
て
著
し
く
低
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
和
島
村
で

は
、
後
期
高
齢
者
の
転
倒
予
防
教
室
を

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
対
象
は

 75
歳
前
後
の
後
期
高
齢
者
で
、

定
員
は

 10
人
程
度
で
す
。
活
動
は
月
に

数
回
程
度
で
、
時
間
は
午
前

 10
時
〜

 11

時
 30
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
さ
あ
、
寝
た
き
り
知
ら
ず
、
介
護
知

ら
ず
の
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
日
々
を
目
指

し
て
転
倒
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

 

　
水
中
ウ
ォ
ー
ク
は
体
へ
の
負
担
も
少

な
く
、
健
康
の
た
め
の
運
動
と
し
て
非

常
に
適
し
て
い
ま
す
。
水
中
で
は
適
度

に
負
荷
が
か
か
り
、
歩
く
だ
け
で
も
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま
す
。
ま

た
全
身
運
動
に
な
る
た
め
、
そ
の
疲
れ

は
快
い
疲
労
感
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
水
中
運
動
は
体
に
無
理

な
負
担
を
か
け
ず
に
運
動
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
特
に
腰
や
ひ
ざ
に
持
病

を
お
持
ち
の
方
は
、
負
担
が
か
か
ら
ず

有
効
に
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
い
き
い
き
運
動
教
室
で
は
和
島
村
Ｂ

＆
Ｇ
で
水
中
ウ
ォ
ー
ク
等
の
水
中
運
動

を
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

の
も
と
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

　
７
月
中
旬
の
教
室
と
８
月
初
旬
の
教

室
が
あ
り
ま
す
。
違
う
時
間
を
設
定
し

て
い
ま
す
の
で
日
程
の
合
う
日
を
選
ら

ん
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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手帳の種類 

身体障害者 
手 帳  

戦 傷 病 者  
手 帳  

障害の程度 障害の種類 

両下肢、体幹もしくは 
移動機能の障害 

１級もしくは２級 

１級もしくは３級 

特別項症から 
第２項症まで 

特別項症から 
第３項症まで 

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう 
もしくは直腸、小腸の障害 

両下肢もしくは体幹の障害 

内臓機能の障害 

表1

平
成
十
五
年
四
月
二
十
七
日
　
執
行 

和

島

村

長

選

挙

投

票

 

注
　
　
　 

意 

一
　
投
票
し
よ
う
と
す
る
候
補
者
一
人
に
つ
い
て
そ
の 

　
　
氏
名
の
上
の
○
を
つ
け
る
欄
に
○
を
つ
け
る
こ
と
。 

二
　
○
の
ほ
か
何
も
書
か
な
い
こ
と
。 

 

公
　
印 

○
を
つ
け
る
欄 

候 

　
　
補 

　
　
者 

　
　
氏 

　
　
名 

甲
　
　 

野
　
　 

太
　
　 

郎 

乙
　
　 

野
　
　 

二
　
　 

郎 

丙
　
　 

野
　
　 

三
　
　 

郎 

ち
ゅ
う 

と
う
ひ
ょ
う 

こ
う
ほ
し
ゃ 

ひ
と
り 

ら
ん 

う
え 

な
に 

か こ
う 

の 

た 

ろ
う 

お
つ 

の 

じ 

ろ
う 

へ
い 

の 

さ
ぶ 

ろ
う 

し
め
い 

い 

投
票
所
入
場
券
は
区
長
さ
ん

投
票
所
入
場
券
は
区
長
さ
ん 

を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す

を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す 

投
票
所
入
場
券
は
区
長
さ
ん

投
票
所
入
場
券
は
区
長
さ
ん 

を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す

を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す 

投
票
所
入
場
券
は
区
長
さ
ん 

を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す 

投
票
所
に
は
入
場
券
を

投
票
所
に
は
入
場
券
を 

お
持
ち
く
だ
さ
い

お
持
ち
く
だ
さ
い 

投
票
所
に
は
入
場
券
を

投
票
所
に
は
入
場
券
を 

お
持
ち
く
だ
さ
い

お
持
ち
く
だ
さ
い 

投
票
所
に
は
入
場
券
を 

お
持
ち
く
だ
さ
い 

 

投
票
日
に
投
票
所
に

投
票
日
に
投
票
所
に 

行
け
な
い
方
の
た
め
に

行
け
な
い
方
の
た
め
に 

投
票
日
に
投
票
所
に

投
票
日
に
投
票
所
に 

行
け
な
い
方
の
た
め
に

行
け
な
い
方
の
た
め
に 

投
票
日
に
投
票
所
に 

行
け
な
い
方
の
た
め
に 

字
が
書
け
な
い

字
が
書
け
な
い 

　
字
が
読
め
な
い

　
字
が
読
め
な
い 

　
　
と
き
は
、
代
理
投
票
を

　
　
と
き
は
、
代
理
投
票
を 

 

字
が
書
け
な
い

字
が
書
け
な
い 

　
字
が
読
め
な
い

　
字
が
読
め
な
い 

　
　
と
き
は
、
代
理
投
票
を

　
　
と
き
は
、
代
理
投
票
を 

 

字
が
書
け
な
い 

　
字
が
読
め
な
い 

　
　
と
き
は
、
代
理
投
票
を 

 

１
月
４
日
以
後
県
内
転
居

１
月
４
日
以
後
県
内
転
居 

さ
れ
た
方
で
県
議
会
議
員

さ
れ
た
方
で
県
議
会
議
員 

の
投
票
を
さ
れ
る
方
は

の
投
票
を
さ
れ
る
方
は 

１
月
４
日
以
後
県
内
転
居

１
月
４
日
以
後
県
内
転
居 

さ
れ
た
方
で
県
議
会
議
員

さ
れ
た
方
で
県
議
会
議
員 

の
投
票
を
さ
れ
る
方
は

の
投
票
を
さ
れ
る
方
は 

１
月
４
日
以
後
県
内
転
居 

さ
れ
た
方
で
県
議
会
議
員 

の
投
票
を
さ
れ
る
方
は 

投
票
の
方
法
に
注
意 

和
島
村
長
選
挙
は
「
記
号
式
」
投
票
で
す 

備
え
つ
け
の
○
印
の
ゴ
ム
印
を
使
い
ま
す 

　
春
を
迎
え
新
入
園
、
新
入
学

の
子
ど
も
達
が
元
気
よ
く
外
で

遊
び
ま
す
。
遊
び
に
夢
中
に
な

る
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
の
は
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
を
は
じ
め
周
り
の
大
人
達

の
責
任
で
す
。
み
ん
な
で
子
ど

も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
。 

○
話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト 

・
家
庭
で
は 

　
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
信
号

の
見
方
な
ど
は
、
お
と
な
が
一

緒
に
な
っ
て
繰
り
返
し
指
導
し

ま
し
ょ
う
。 

・
ド
ラ
イ
バ
ー
は 

　
住
宅
街
や
学
校
、
幼
稚
園
、

公
園
な
ど
の
近
く
を
通
行
す
る

時
は
、
子
ど
も
の
飛
び
出
し
を

予
測
し
て
あ
ら
か
じ
め
ス
ピ
ー

ド
を
控
え
め
に
走
り
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

    

　
有
権
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
投
票
所
入
場
券
を
お
届
け
し

ま
す
。 

　
投
票
日
が
迫
っ
て
も
入
場
券
が
届
か

な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

    

　
投
票
所
へ
は
、
お
届
け
し
た
自
分
の

入
場
券
を
確
認
し
て
、
間
違
い
の
な
い

よ
う
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

　
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
日

当
日
、
直
接
、
投
票
所
の
受
付
に
再
交

付
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
和
島
村
長
選
挙
で
は
、
入
場

券
が
届
い
た
方
で
も
投
票
日
前
に
和
島

村
か
ら
転
出
し
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。 

     

　
身
体
が
不
自
由
ま
た
は
、
字
が
書
け

な
い
（
村
長
選
挙
に
あ
っ
て
は
読
め
な

い
人
を
含
む
）
た
め
に
自
分
で
投
票
で

き
な
い
人
は
、
投
票
所
の
受
付
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。 

　
指
定
さ
れ
た
係
の
者
が
、
代
わ
っ
て

県
議
会
議
員
選
挙
に
あ
っ
て
は
、
候
補

者
の
氏
名
を
書
い
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

村
長
選
挙
に
あ
っ
て
は
○
印
を
押
し
て

く
れ
ま
す
。 

　
こ
の
場
合
、
だ
れ
に
投
票
し
た
か
な

ど
は
、
職
務
上
、
絶
対
に
口
外
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
安
心
し
て
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

    

不
在
者
投
票 

 

　
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
不
在
者
投
票
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。 

 

◆
こ
ん
な
場
合
に
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。 

① 

会
社
の
仕
事
や
出
張
な
ど
で
、
投

票
区
の
区
域
外
で
業
務
に
従
事
す
る
方 

② 

や
む
を
得
な
い
用
務
や
団
体
旅
行

な
ど
で
、
村
外
に
お
出
か
け
の
方 

③ 

病
気
や
お
産
な
ど
で
、
歩
行
が
著

し
く
困
難
な
方 

④ 

他
の
市
町
村
に
住
所
を
移
し
、
そ

の
住
所
に
居
住
中
の
場
合 

 

◆
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間 

◇
新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙 

　
４
月
４
日

 （金）
〜
４
月

 12
日

 （土）
ま
で 

◇
和
島
村
長
選
挙 

　
４
月

 22
日

 （火）
〜
４
月

 26
日

 （土）
ま
で 

＊
土
曜
日
・
日
曜
日
も
で
き
ま
す
。 

 

◆
不
在
者
投
票
の
で
き
る
時
間
と
場
所 

◇
時
間
　
午
前
８
時

 30
分
〜
午
後
８
時 

◇
場
所
　
和
島
村
役
場
　
２
階
　
副
室

（
予
定
） 

◆
持
参
す
る
も
の
　
入
場
券 

　
な
お
、
入
場
券
の
提
示
が
な
く
て
も

選
挙
権
が
あ
り
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
は
、
投
票
で
き
ま
す
。 

 

◎
病
院
・
施
設
で
の
投
票 

　
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
す
る

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
、
入

所
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院
や
施
設

で
投
票
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
担
当
係
員
に
早
め
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。 

 

◎
郵
便
に
よ
る
投
票 

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
っ
て
、
投

票
所
に
行
く
の
が
困
難
な
方
の
た
め
に

在
宅
の
ま
ま
で
投
票
で
き
る
「
郵
便
投

票
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
、
障
害
の
程
度
が
表
１
の
と

お
り
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
該

当
す
る
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

・
手
続
き
は
今
か
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
郵
便
投
票
を
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
和

島
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
選
挙
人
自
身

が
署
名
を
し
た
交
付
申
請
書
を
提
出
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
を
提
示
し
て
交
付
を
受
け
ま
す
。
こ

の
手
続
き
は
選
挙
が
始
ま
っ
て
か
ら
で

は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
１
年
中
行
っ
て

い
る
手
続
き
で
す
の
で
、
今
か
ら
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
証
明
書
の
有
効
期
限
は

７
年
で
す
。
（
手
続
き
自
体
は
、
ご
家

族
の
方
で
か
ま
い
ま
せ
ん
） 

・
投
票
用
紙
等
の
請
求 

本
人
が
署
名
（
自
署
）
し
た
請
求
書
に
、

郵
便
投
票
証
明
書
を
提
示
し
て
請
求
す

る
と
、
投
票
用
紙
と
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
用
封
筒
等
を
郵
便
で
送
付
し
ま

す
。 

な
お
、
有
効
期
限
内
の
証
明
書
を
お
持

ち
の
方
は
、
投
票
用
紙
の
み
を
ご
請
求

く
だ
さ
い
。 

◆
投
票
用
紙
の
請
求
期
限 

◇
新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙 

　
４
月
９
日

 （水）
ま
で
で
す
。 

◇
和
島
村
長
選
挙 

４
月

 23
日

 （水）
ま
で
で
す
。 

     

　
１
月
４
日
以
後
、
県
内
で
住
所
異
動

さ
れ
た
方
で
、
県
議
会
議
員
の
投
票
を

す
る
場
合
は
、
県
内
に
引
き
続
い
て
住

ん
で
い
る
こ
と
を
証
す
る
「
居
住
証
明

書
」
が
必
要
で
す
。 

 

◎
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
和
島
村
に
転

入
し
て
こ
ら
れ
た
方
は
、
前
の
市
町
村

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

〔
投
票
す
る
場
合
〕 

　
和
島
村
役
場
住
民
課
（
１
階
）
で
発

行
し
た
居
住
証
明
書
を
前
住
所
地
の
投

票
所
の
受
付
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
和
島
村
か
ら
県
内
の
他
市
町
村
へ
転

出
さ
れ
た
方
は
、
和
島
村
に
住
ん
で
い

た
と
き
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し 

て
く
だ
さ
い
。 

〔
投
票
す
る
場
合
〕 

　
転
出
先
の
市
町
村
役
場
（
役
所
）
で

発
行
し
た
居
住
証
明
書
を
投
票
所
の
受

付
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
１
月
４
日
以
後
県
外
へ
住
所
を
移
さ

れ
た
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。 

                  

投
票
の
方
法 

①
投
票
用
紙
に
は
あ
ら
か
じ
め
「
候
補

者
氏
名
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。 

②
投
票
所
の
記
載
台
に
○
印
の
ゴ
ム
印

と
ス
タ
ン
プ
台
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。

投
票
す
る
人
は
、
投
票
し
よ
う
と
す

る
候
補
者
の
氏
名
の
上
の
「
○
を
つ

け
る
欄
」
に
、
正
し
く
○
印
を
一
つ

だ
け
お
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
欄
外
へ
押
し
た
り
、
二
人
以
上
の
欄

へ
押
し
た
り
、
ま
た
用
意
し
て
あ
る

ゴ
ム
印
以
外
の
も
の
で
○
を
つ
け
た

り
す
る
と
す
べ
て
無
効
と
な
り
ま
す
。 

　 　
不
在
者
投
票
で
は
、
記
号
式
（
ゴ
ム

印
で
○
印
を
お
す
方
法
）
で
は
な
く
、

候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ 

不
在
者
投
票
な
ど
、
選
挙
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ど
う
ぞ
… 

和
島
村
役
場
２
階 

T
 74
―
３
１
１
１
（
内
線
２
１
３
） 
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今 月 の テ ー マ 

インターネット・　　 
　　　オークション 

　
だ
れ
も
が
気
軽
に
参
加
し
、
掘
り
出
し

物
を
見
つ
け
た
り
、
自
分
が
売
り
た
い
物

を
一
番
い
い
値
で
売
っ
た
り
で
き
る
場
と

し
て
人
気
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
。
し
か
し
、
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
盗
品
等

（
窃
盗
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
品
）
を
処
分

す
る
事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
に
対
処
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
安
全
な
取
引
を
確
保
す

る
た
め
、
平
成

 14
年

 11
月
、
改
正
古
物
営

業
法
が
成
立
・
公
布
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
だ
れ
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

す
が
、
盗
品
等
処
分
の
手
段
と
し
て
利
用

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
お

け
る
盗
品
等
処
分
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
警
察
庁
の
ま
と
め
に
よ
れ
ば
、
平

成
 12
年
１
月
１
日
〜
平
成

 14
年
９
月

 30
日
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
お
け
る
盗
品
等
処
分
事
例
は
全
国
で

６
３
０
件
（
処
分
額
２
、
３
６
５
万
６
千

円
）
に
上
り
ま
す
。
警
察
が
把
握
し
て
い

な
い
も
の
を
含
め
る
と
、
そ
の
発
生
件
数

は
８
、７
２
３
件
（
処
分
額
３
億
５
、３
１

５
万
５
千
円
）
に
も
上
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
特
徴
を
み
る
と
、

処
分
事
例
の
約
半
数
を
少
年
が
占
め
て
お

り
、
複
数
回
に
わ
た
っ
て
盗
品
を
処
分
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
買
っ
た
も
の
が
盗
品
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
と
き
、
買
っ
た
人
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

　
民
法
で
は
、
盗
品
は
盗
難
発
生
か

ら
２
年
間
は
、
被
害
者
（
元
の
持
ち
主
）

の
請
求
に
応
じ
て
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
自
分
が
代
金
を
支
払
っ
て
買
っ
た
も

の
で
も
、
こ
れ
に
従
い
、
元
の
持
ち
主
の

請
求
に
応
じ
て
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

　
盗
品
を
つ
か
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
盗

品
が
出
品
さ
れ
な
い
し
く
み
づ
く
り
が
必

要
で
す
。 

  

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
関
連
す
る
業
者
の
う
ち
、
改
正

古
物
営
業
法
の
規
制
対
象
と
な
る
「
古
物

競
り
あ
っ
せ
ん
業
者
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
業
者
を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
者
は
、
古

物
を
売
買
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
を

「
競
り
」
と
い
う
形
で
あ
っ
せ
ん
す
る
業

者
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
サ
イ
ト
運
営
者
が

そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。 

　
古
物
営
業
法
は
、
古
物
取
引
を
利
用
し

た
盗
品
な
ど
の
売
買
を
防
止
し
、
速
や
か

な
発
見
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律

で
、
従
来
、
古
物
商
と
古
物
市
場
主
を
規

制
の
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
。
改
正
古
物

営
業
法
で
は
、
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の
盗
品
等
処
分
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た

め
、
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
者
が
規
制
対

象
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。 

  

　
「
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
者
」
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
改
正
古
物
営
業
法
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の
盗
品

等
処
分
を
防
止
し
、
取
引
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運

営
者
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
遵
守
事
項

を
定
め
て
い
ま
す
。 

 

・
氏
名
・
住
所
を
都
道
府
県
公
安
委
員
会

に
届
け
出
る 

・
出
品
さ
れ
た
古
物
に
盗
品
な
ど
の
疑
い

を
認
め
る
場
合
は
警
察
に
申
告
す
る 

・
出
品
す
る
相
手
方
の
真
偽
の
確
認
に
努

め
る 

・
取
引
記
録
の
保
存
に
努
め
る 

  

　
改
正
古
物
営
業
法
で
は
、
利
用
者

が
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
分
か
る
よ
う
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
を
都
道
府
県

公
安
委
員
会
が
認
定
す
る
制
度
を
設
け
ま

す
。
こ
の
認
定
制
度
の
要
件
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
改
正
古
物
営
業
法
の
大
き
な
目
的

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
な
ど
で
の
盗
品
等
の
売
買
を
防
止
す
る

こ
と
。
こ
の
法
律
で
は
、
業
務
に
お
い
て

盗
品
等
の
売
買
防
止
と
発
見
に
効
果
的
な

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
業
者
に
認
定

を
与
え
る
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
認
定
を
受
け
た
業
者
は
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
画
面
上
に
認
定
を
受
け

た
旨
の
表
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
表
示
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
サ
イ
ト
の
目
印
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

地
区
名 

氏
　
　
　
　
名 

上
小
島
谷 

中
小
島
谷 

下
小
島
谷 

駅
　
　
前 

下

富

岡

 

若

野

浦

 

阿
弥
陀
瀬 

高
　
　
畑 

日

野

浦

 

中
　
　
沢 

梅
　
　
田 

東

保

内

 

村
　
　
田 

城

之

丘

 

両
　
　
高 

上
　
　
桐 

三
瀬
ヶ
谷 

北
　
　
野 

根

小

屋

 

荒
　
　
巻 

新
　
　
田 

中
　
　
央 

下

町

上

 

下

町

下

 

川
　
　
端 

道

城

下

 

法

善

町

 

寺
　
　
町 

小
　
　
谷 

久
須
美
　
保
　
男 

久
　
住
　
輝
　
雄 

西
　
川
　
良
　
一 

鈴
　
木
　
厚
　
二 

高
　
桑
　
英
　
明 

狩
　
野
　
信
　
雄 

八
　
子
　
常
　
雄 

樋
　
浦
　
栄
　
吉 

平
　
沢
　
和
　
雄 

田
　
村
　
康
　
彦 

小
　
林
　
恵
美
子 

船
　
越
　
隆
　
浩 

佐
　
藤
　
新
一
郎 

菊
　
地
　
政
　
明 

小
　
林
　
義
　
雄 

小
　
黒
　
啓
　
一 

山
　
崎
　
　
　
勇 

池
　
田
　
悦
　
郎 

若
　
井
　
　
　
健 

星
　
野
　
順
　
作 

横
　
尾
　
謙
　
二 

三
　
河
　
　
　
保 

本
　
間
　
　
　
萃 

早
　
川
　
　
　
守 

早
　
川
　
盛
　
雄 

中
　
野
　
　
　
的 

早
　
川
　
　
　
勲 

小
　
林
　
儀
　
雄 

長
谷
川
　
義
　
栄 

　
　
　
（
敬
称
略
） 

地
区
名 

氏
　
　
　
　
名 

地
区
名 

氏
　
　
　
　
名 

上
小
島
谷 

中
小
島
谷 

下
小
島
谷 

駅
　
　
前 

下

富

岡

 

若

野

浦

 

阿
弥
陀
瀬 

高
　
　
畑 

日

野

浦

 

中
　
　
沢 

梅
　
　
田 

東

保

内

 

村
　
　
田 

城

之

丘

 

両
　
　
高 

上
　
　
桐 

三
瀬
ヶ
谷 

北
　
　
野 

根

小

屋

 

荒
　
　
巻 

新
　
　
田 

中
　
　
央 

下

町

上
 

下

町

下

 

川
　
　
端 

道

城

下

 

法

善

町

 

寺
　
　
町 

小
　
　
谷 

 

久
須
美
　
勝
　
江 

平
　
沢
　
冨
　
重 

久
　
住
　
真
知
子 

羽
　
入
　
美
　
子 

久
　
住
　
正
　
代 

細
　
山
　
洋
　
子 

八
　
子
　
英
　
子 

樋
　
浦
　
あ
い
こ 

佐
々
木
　
チ
ズ
子 

大
　
矢
　
レ
イ
子 

久
須
美
　
貞
　
子 

山
　
田
　
満
　
栄 

 

青
　
柳
　
み
さ
い 

小
　
林
　
三
　
重 

宮
　
田
　
聿
　
子 

 

小
　
黒
　
恵
美
子 

山
　
崎
　
と
み
子 

池
　
田
　
丸
　
子 

栗
　
林
　
千
枝
子 

阿
　
部
　
多
鶴
子 

早
　
川
　
京
　
子 

木
　
村
　
佐
和
子 

関
　
川
　
歓
　
子 

木
　
村
　
久
　
栄 

中
　
島
　
孝
　
子 

早
　
川
　
優
　
子 

早
　
川
　
香
魚
子 

小
　
林
　
み
ど
り 

長
谷
川
　
富
美
子 

　
　
　
（
敬
称
略
） 

地
区
名 

氏
　
　
　
　
名 
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生
活
環
境
推
進
員 

生
活
環
境
推
進
員 

健
康
づ
く
り
推
進
員 

健
康
づ
く
り
推
進
員 

○補 助 額 購入費用の1／２（限度額15,000円） 

○問合せ・申請先 役場総務課（T74－3111） 

○対　　　　　象 村内在住の乳幼児のために、チャイルドシートを購入された
村内在住の保護者の方。ただし寄贈される場合は対象になり
ません。乳幼児1人に対し1台に限ります。 
（平成11年4月1日以降に購入された方が対象となります） 

○申請に必要なもの 領収書、保証書など製造元と販売店等が確認できる書類。申請書（役
場総務課にあります）印鑑、振込先の金融機関名（口座番号）等。 

　チャイルドシート購入の際は、次の項目を参考にしてください。また購入はしたものの“自分の車に合わない”
ということもあります。買うときは、自分の車への取り付けをアドバイスしてくれるお店を選びましょう。（地
元のお店にご相談ください） 
①取り付けが簡単なもの　　　　　　　　　　　　③あまり重くないもの 
②安全基準に合格していもの　　　　　　　　　　④クッションやカバーが簡単に取り外せるもの 

チャイルドシートは子供を守る“命綱”です。 
車に乗車の際、子供は必ずチャイルドシートに座らせてください。 

　 
　
平
成

 15
年
度
の
「
生
活
環
境
推
進
員
」

及
び
「
健
康
づ
く
り
推
進
員
」
の
み
な

さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。 

　
生
活
環
境
推
進
員
さ
ん
か
ら
は
、
村

民
が
快
適
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
活

動
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
づ
く

り
推
進
員
さ
ん
か
ら
は
村
民
の
健
康
増

進
と
栄
養
改
善
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
主
な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
推
進
員
さ
ん
は
あ
く
ま
で

も
み
な
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
役
で
、
主
役

は
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で
す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
各
推
進
員
さ
ん

と
協
力
し
て
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
、

そ
し
て
健
康
づ
く
り
に
気
を
配
り
ま
し
ょ

う
。 
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4月の納税・納入 
固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

○ 

○

○ 

○ 

○ 

4月 

水 木 金 土 火 月 日 

役場　T74－3111　FAX74－2791

4月の救急診療のご案内 

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 
 

■休日救急当番医表 

■お問い合せ及び連絡先 
長岡赤十字病院  
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
明 石 医 院  
小 林 医 院  

区　　分 午前10時～午後５時 午前９時～翌午前９時 

診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 

  13日（日） 

  20日（日） 

    6日（日） 

  29日（祝） 

  27日（日） 

■内科、小児科、外科、歯科の昼間 
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（T35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（T33－9644） 

内科・小児科・外科  
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

T28－3600 
T35－3700 
T33－3111 
T32－3262 
T27－7755

斎 藤 医 院  
杉 本 医 院  
セントポーリアウィメンズクリニック 
トマト・レディス・クリニック 
丸 岡 医 院  

T32－4499 
T32－1546 
T21－0800 
T39－7111 
T39－2422

長岡広域圏イベント情報 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

 

            1 2 3 4 5 

 6 7 8 9 10 11 12 

 13 14 15 16 17 18 19 

 20 21 22 23 24 25 26 

 27 28 29 30

明 石 医 院  

斎 藤 医 院  

小 林 医 院  

丸 岡 医 院  

トマトレディスクリニック 

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  

『悠久山桜まつり』 

◆期　日／４月中旬～下旬 
◆会　場／悠久山公園 
◆内　容／ソメイヨシノ、八重桜、枝垂れ桜など2500

本の桜が訪れる人を楽しませてくれます。 
◆問合せ／長岡観光・コンベンション協会　　　　　

（T32－1187） 

長岡市 

『栃堀巣守神社～春季大祭』 

◆期　日／４月１9日、20日 
◆会　場／栃堀巣守神社 
◆内　容／19日は大灯篭の押し合いが、20日には伝統

の神楽舞が奉納されます。 
◆問合せ／栃堀区事務所（T52－3521） 

栃尾市 

『天領の里オープン10年感謝祭』 

◆期　日／４月26日～29日　５月3日～5日 
◆会　場／越後出雲崎「天領の里」 
◆内　容／各種江戸職人の演技をメインとする時代祭

りを行うほか各種のイベントも開催します。 
◆問合せ／天領の里（T78－4000） 

出雲崎町 

外
国
人
許
可
申
請
相
談 

　
　
　
　
　
の
ご
案
内 

Ｑ
　
食
べ
る
の
が
遅
い
子
供
に
は
、

残
さ
ず
全
部
食
べ
さ
せ
た
方
が
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

食
事
時
間
を
決
め
て
残
っ
て
い
て

も
片
付
け
た
方
が
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
食
べ
る
量
が
少
な

い
子
供
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
 

 Ａ
　
い
つ
ま
で
も
ダ
ラ
ダ
ラ
た
べ

る
の
は
、
し
つ
け
の
上
か
ら
も
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
程
度
の
時

間
を
決
め
て
、
残
っ
て
い
る
も
の

は
食
べ
な
い
も
の
と
し
て
片
付
け

た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
子
供

は
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
れ
ば
、

意
欲
的
に
食
べ
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。

食
事
の
前
の
間
食
は
避
け
て
、
戸

外
で
、
お
友
達
と
遊
ぶ
な
ど
し
て
、

空
腹
状
態
で
食
卓
に
向
か
う
よ
う

に
さ
せ
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
 

　
ま
た
、
食
べ
る
量
の
少
な
い
お

子
さ
ん
に
つ
い
て
の
ご
質
問
で
す
が
、

子
供
の
食
べ
る
量
と
い
う
の
は
、

か
な
り
大
き
な
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
が
元
気
よ
く
お
友
達
と

遊
ん
だ
り
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
子
に
と
っ
て
十
分
な
量
だ
と

考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ

無
理
に
食
べ
さ
せ
て
、
本
当
に
「
食

べ
な
い
子
」
に
し
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）
 

 
 

 
                       

　
県
内
で
は
外
国
人
登
録
者
が
近
年
全

国
を
上
回
る
伸
び
を
見
せ
、
国
際
化
が

地
域
に
着
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
在
留
資
格
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
新

潟
県
行
政
書
士
会
に
お
い
て
、
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

■
受
付
時
間 

　
月
〜
金
曜
日 

　
午
前
８
時

 30
分
〜
午
後
５
時

 15
分 

■
場
　
所 

　
新
潟
県
行
政
書
士
会
事
務
局
　 

　
３
階
　
会
議
室
　 

　
新
潟
市
南
浜
通
一
番
町
３
６
４
―

 27 

■
相
談
内
容 

　
入
国
ビ
ザ
、ビ
ザ
更
新
手
続
き
、在

留
資
格
の
変
更
、永
住
資
格
申
請
、帰

化
申
請
、再
入
国
、養
子
縁
組
等 

■
そ
の
他 

・
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
で
す
。

（
日
本
語
の
み
対
応
） 

・
担
当
の
行
政
書
士
は
常
駐
は
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
電
話
で
確
認
の
上

相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

■
お
問
合
わ
せ 

　
新
潟
県
行
政
書
士
会
事
務
局 

　
（
T
０
２
５
―
２
２
４
―
２
８
７
４
） 
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越
後
丘
陵
公
園 

春
季
開
園
と
「
ス
プ
リ
ン 

グ
フ
ェ
ア
 ́03  
」 

 

朱
鷺
め
き
新
潟
・
未
来 

ワ
ー
ル
ド
〜
朱
鷺
メ
ッ
セ 

開
業
記
念
事
業
〜 

危
険
物
取
扱
者
及
び 

消
防
設
備
士
試
験
の 

実
施
に
つ
い
て 

 

 

試験日 試験場所 試験の種類 

新潟市・長岡市 
上越市・新発田市 乙種第4類、丙種 

新潟市・長岡市 
上越市  

三条市  

新潟市・長岡市・
上越市・柏崎市・
佐和田町 

甲種・乙種全類・丙種 

乙種第4類、丙種 

 
乙種第4類、丙種 

受付期間 

4/14（月） 
　～4/23（水） 
 
6/13（金） 
　～6/23（月） 

 
8/12（火） 
　～8/22（金） 

5/22（木） 

 

7/16（水） 

 
9/18（木） 

　交通事故、傷害、詐欺などの犯罪の被害にあっ
て、犯人の処罰を警察官や検察官に求めたけど、
検察官は不起訴処分にしてしまった。どうしても
納得できない。そのような場合には検察審査会
があります。 
　検察審査会では、犯罪の被害者（遺族）、告訴人、
告発人、からの審査申立てを受けて、不起訴処分
に誤りがなかったかどうかなどを審査します。審
査の結果によっては、不起訴処分の見直しを求
めます。 
　審査をする人は、選挙権のある人の中からく
じで選ばれた１１人の検察審査員です。 
　不起訴処分に納得できない場合は検察審査
会に相談してください。 
◎お問合わせ 
長岡検察審査会事務局 
　　　　　　　（新潟地方裁判所長岡支部内） 
　（T３５－２１４１） 

新潟県の最低賃金  新潟県の最低賃金  新潟県の最低賃金  
 

最低賃金の名称 

 
新潟県最低賃金 

最低賃金額 

時間額 

 
641円 

 
適用の範囲 

県内全ての事
業場で働くすべ
ての労働者に
適用。 

効力発生 
年月日 

１４ 
９．３０ 

 
産業別最低賃金 

電気機械器具、情報
通信機械器具、電子
部品・デバイス製造業 

 
各種商品小売業 

自動車（新車）、 
自動車部品 
附属品小売業 
 

最低賃金額 

日　額 

 
5,897円 

 
５,６２０円 

 
 
5,８７０円 

時 間 額  

 
７３９円 

 
７０４円 

 
 
７３６円 

効力発生 
年月日 

 

15 
３．６ 

 
 
１５ 
２．１９ 

１５ 
２．１４ 

詳しくは長岡労働基準監督署まで（T３３－８７１１） 

　
最
近
犬
の
フ
ン
に
よ
る

苦
情
が
非
常
に
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
犬
も
家
族
の
一
員
で
す
。

愛
情
を
持
っ
て
育
て
フ
ン
の

始
末
も
大
切
な
マ
ナ
ー
の
一

つ
で
す
。
住
民
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
、よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

    

　
７
月
に
お
か
げ
さ
ま
で
開
園
５
周
年

を
迎
え
る
越
後
丘
陵
公
園
は
、
今
春
よ

り
４
月
１
日

 （火）
に
春
季
開
園
い
た
し
ま

す
。
例
年
よ
り
春
季
開
園
を
約
２
週
間

早
め
、
雪
国
特
有
の
表
情
豊
か
な
春
を

皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

　
ま
た
春
季
開
園
よ
り
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
ま
で
の
期
間
、「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア

 0́3 
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
彩
り
豊
か
な
花
々

や
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
雪
国
待
望
の
春

を
華
や
か
に
演
出
い
た
し
ま
す
。 

■
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
営
業 

・
営
業
期
間 

　
４
月
１
日
〜

 11
月

 30
日 

・
時
　
間 

午
前
９
時

 30
分
〜
午
後
５
時 

・
入
園
料 

大
人
４
０
０
円
　
子
供

 80
円 

・
駐
車
料
／
普
通
車
３
１
０
円 

・
休
園
日
／
月
曜
日 

■
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア 

・
開
催
期
間 

４
月
１
日
〜
５
月
５
日
ま
で 

・
春
一
番
　
雪
割
草
の
世
界 

２
万
株
の
雪
割
草
が
自
然
探
勝
路
で 

４
月
中
旬
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

・
無
料
公
開
日
（
駐
車
場
は
有
料
） 

　
４
月

 29
日
（
み
ど
り
の
日
） 

　
５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
） 

■
お
問
合
せ 

　
越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
業
務
課 

　
（
T

 47
―
８
０
０
１
） 

                 

    

　
５
月
１
日
、
新
潟
市
万
代
島
に
オ
ー

プ
ン
す
る
国
際
展
示
場
・
会
議
場
、ホ
テ

ル
等
か
ら
な
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
複
合
施

設
『
朱
鷺
メ
ッ
セ
』
。
お
披
露
目
と
し
て

５
月
１
日
か
ら
５
日
間
に
渡
り
、オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
入
場

無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、お
越
し
下
さ
い
。 

■
イ
ベ
ン
ト
内
容 

○
ゆ
め
テ
ク
新
潟

 0́3 
暮
ら
し
を
開
く
夢

の
技
術
展 

○
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
２
０
０

３
新
潟 

○
科
学
と
遊
ぶ
体
験
プ
ラ
ザ 

■
実
施
日
時
・
会
場 

　
日
時
：
５
月
１
日

 （木）
〜
５
日

 （月） 

　
　
　 

午
前

 10
時
〜
午
後
６
時
ま
で 

　
会
場
：
朱
鷺
メ
ッ
セ 

　
新
潟
市
万
代
島
６
―
１ 

■
お
問
い
合
わ
せ 

朱
鷺
メ
ッ
セ
開
業
記
念
事
業
実
行
委

員
会
事
務
局 

（
T
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
０
０
） 

 

    
■
危
険
物
取
扱
者
試
験 

                  

■
消
防
設
備
士
試
験 

・
試
験
日
／
６
月

 26
日

 （木） 

・
試
験
場
所 

　
新
潟
市
・
長
岡
市
・
上
越
市 

・
試
験
の
種
類 

　
甲
種
全
類
、乙
種
全
類 

・
受
付
期
間 

　
５
月

 19
日

 （月）
〜

 30
日

 （金） 

■
お
問
合
せ 

県
民
生
活
・
環
境
部 

消
防
防
災
課 

予
防
係 

（
T
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
４
６
） 
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平
成
15
年
度
警
察
官 

採
用
試
験 

三
古
ニ
ュ
ー
農
業
塾
受
講 

生
募
集 

に
い
が
た
「
緑
」
の
百
年 

物
語 

男
女
平
等
相
談
室
の
ご
紹
介 

国
際
協
力
事
業
団 

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）国
際
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
募
集
説
明
会 

お
詫
び
と
訂
正 

 　
広
報
わ
し
ま
３
月
号

 18
ペ
ー
ジ
、

『
お
く
や
み
』
の
欄
で
年
齢
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
お
詫

び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

正
　
柄
澤
幸
男
…

 86
歳 

　
　
矢
部
　
清
…

 89
歳 

誤
　
柄
澤
幸
男
…

 89
歳 

　
　
矢
部
　
清
…

 86
歳 

桐
島
小
学
校
３
年
　 

　
　
　
　
　
　
早
川
　
幸
汰 

 

　
ぼ
く
は
、毎
日
は
み
が
き
を
し

て
い
ま
す
。で
も
、む
し
ば
が
で
き

ま
し
た
。む
し
ば
が
な
く
な
っ
た
ら
、

は
い
し
ゃ
に
行
か
な
く
て
も
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
だ
け
ど
、は
い
し
ゃ
に
行
っ

た
時
に
フ
ロ
ス
が
は
い
り
に
く
く

て
、み
が
き
に
く
か
っ
た
で
す
。 

　
は
の
け
ん
さ
の
時
は
、む
し
ば

も
な
く
て
い
い
は
で
し
た
。よ
か
っ

た
で
す
。 

ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
の
は
が
い
い
な 

 

島
田
小
学
校
３
年 

　
　
　 

ひ
や
ま
　
き
ょ
う
こ 

 

　
わ
た
し
は
、と
き
ど
き
お
か
あ

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
ふ
ろ
で
は

み
が
き
を
し
て
い
ま
す
。て
い
ね

い
に
み
が
く
と
、ツ
ル
ツ
ル
で
ピ

カ
ピ
カ
に
な
り
ま
す
。
と
き
ど
き

わ
す
れ
て
し
ま
う
の
で
、こ
れ
か

ら
は
ま
い
に
ち
し
っ
か
り
み
が
い

て
、い
つ
も
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
は
で
い

た
い
と
お
も
い
ま
す
。 

　
毎
日
の
食
事
を
楽
し
ん
で
若
々

し
い
感
性
を
失
わ
ず
に
い
る
た

め
ミ
ド
ル
の
お
手
軽
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
酒
の
つ
ま
み
。
毎
日
の
献

立
・
魚
の
さ
ば
き
…
お
い
し
い

食
事
づ
く
り
の
腕
を
あ
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。 

 

■
日
　
程 

　
毎
月
第
４
木
曜
日 

　
４
月
は
24
日

 （木）
に
開
催
し
ま
す 

■
時
　
間
…
午
前
９
時
30
分 

　
　
　
　
　
〜
12
時 

■
対
　
象 

・
お
一
人
ぐ
ら
し
・
お
二
人
ぐ
ら

し
・
日
中
お
一
人
な
ど
の
方 

・
退
職
し
た
け
ど
料
理
が
に
が
て 

・
お
も
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
や
っ

て
見
た
い
人 

・
男
女
問
わ
ず
。
男
性
も
大
歓
迎 

■
参
加
費 

　
毎
回
１
０
０
円 

（
２
カ
月
に
１
度
１
合
の
米
） 

■
募
集
定
員
…
10
名
程
度 

■
申
込
締
切
…
４
月
15
日

 （火） 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
役
場
住
民
課
保
健
衛
生
係 

（
T
74
―
３
１
１
１
） 

 
　・４月18日（金） 
　・ゆきわり荘　　　　　９：40～10：40 
　・農協妙法寺出張所　　11：00～11：20 
 
・更新料金　　３，１００円 
・新規料金　　６，１００円 
（登録料３,０００円、注射３,１００円） 
・動物愛護協会入会希望者は別途会費１,０００円が
必要です。 
 
①犬を制御できる人が連れてきてください。 
②便の始末ができるよう、ちり紙やビニール袋など
を持参してください。 
③当日都合の悪い方は動物病院で受けてください。 
④犬が死亡した場合は又は人に譲った時は、必ず役
場の住民課保健衛生係まで届けでてください 
⑤犬の登録と狂犬病予防注射を受けないで飼育して
いると法律により罰せられることがあります。 
⑥犬がいなくなった時は必ず動物保護管理センター 
（T34－1416） もしくは役場住民課保健衛生係まで
連絡してください。（保護された犬は役場の告知
板に公示してあります。） 
 
○体調の悪い犬は問診受付で獣医師に申し出てくだ
さい。 
○料金は現金で、お釣りのいらないようご持参くだ
さい。 
○犬が昨年と違う時は、新規受付で新しく申請書に
記入してください。 

 

 
 

 
 

 
 

 
   

■
警
察
官
Ａ
・
Ｂ
採
用
試
験 

　
（
平
成

 15
年

 10
月
採
用
） 

【
警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
業
者
）
】 

　
昭
和

 48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

平
成

 15
年

 10
月
１
日
か
ら
勤
務
可
能
な

も
の 

①
４
年
生
大
学
を
卒
業
し
た
者
又
は
平

成
 15
年
９
月

 30
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者 

②
新
潟
県
人
事
委
員
会
が
①
と
同
等
と

認
め
る
者 

【
警
察
官
Ｂ
（
大
学
卒
業
者
以
外
）
】 

　
昭
和

 50
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

 60
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
平

成
 15
年

 10
月
１
日
か
ら
勤
務
可
能
な
も

の
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
は
除
く
。 

①
申
込
時
、
高
等
学
校
に
在
学
中
の
も
の 

②
４
年
生
大
学
を
卒
業
し
た
者
又
は
平

成
 15
年
９
月

 30
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
も
の 

③
新
潟
県
人
事
委
員
会
が
②
と
同
等
と

認
め
る
者 

■
採
用
予
定
人
数 

・
男
性
警
察
官
Ａ
…

 50
名 

・
女
性
警
察
官
Ａ
…
７
名 

・
男
性
警
察
官
Ｂ
…

 20
名 

・
女
性
警
察
官
Ｂ
…
３
名 

■
受
付
期
間 

　
３
月

 27
日
〜
４
月

 16
日 

■
１
次
試
験
日
及
び
場
所 

　
５
月

 18
日

 （日） 

　
新
潟
市 

■
１
次
試
験
日
合
格
発
表 

　
６
月
３
日 

■
２
次
試
験
及
び
場
所 

　
６
月

 14
日 

　
７
月
７
日
〜

 15
日 

　
新
潟
市 

■
最
終
合
格
発
表
日 

　
８
月
７
日 

   

　
三
古
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
先
輩
農
業
者
を
塾
長
と
し
て
農

業
技
術
や
知
識
、
経
営
理
念
等
を
学
ぶ

「
ニ
ュ
ー
農
業
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。 

■
設
置
コ
ー
ス 

「
稲
作
コ
ー
ス
」
「
野
菜
栽
培
コ
ー

ス
」
「
花
き
栽
培
コ
ー
ス
」
「
簿
記
・

経
営
コ
ー
ス
」
の
４
コ
ー
ス
。
複
数

の
コ
ー
ス
を
受
講
可
能 

■
期
　
間 

　
平
成

 15
年
４
月
〜
平
成

 16
年
３
月 

■
場
　
所 

　
塾
長
ほ
場
、
普
及
セ
ン
タ
ー
等 

■
対
　
象 

　
お
お
む
ね

 30
歳
未
満
の
若
手
農
業

者
お
よ
び
就
農
希
望
者 

■
申
込
締
切 

　
４
月

 15
日

 （火） 

■
お
問
合
せ 

　
新
潟
県
三
古
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
担
い
手
育
成
担
当 

　
（
T

 35
―
２
３
３
４
） 

   

　
新
潟
県
男
女
平
等
推
進
相
談
室
で
は
、

性
別
に
よ
る
差
別
的
な
取
り
扱
い
や
男

女
の
生
き
方
、
健
康
、
子
育
て
や
介
護

に
つ
か
れ
た
な
ど
生
活
上
の
様
々
な
問

題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
相
談
受
付
方
法 

電
話
、
面
接
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
、
郵
便
な
ど 

■
相
談
員 

専
任
の
相
談
員
が
お
こ
な
い
ま
す
。

ま
た
相
談
の
内
容
に
よ
り
、
専
門
家
（
弁

護
士
・
精
神
科
医
師
）
に
よ
る
特
別

相
談
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
相
談
時
間 

 （１）
総
合
相
談 

火
曜
〜
金
曜
／
正
午
〜
午
後
７
時 

（
受
付
は
午
後
６
時

 30
分
ま
で
） 

土
・
日
曜
／
午
前

 10
時
〜
午
後
５
時 

（
受
付
は
午
後
４
時

 30
分
ま
で
） 

（
月
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
休
業
） 

 （２）
特
別
相
談 

事
前
予
約
制
で
す
。
相
談
室
に
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
ア
　
法
律
相
談
（
月
３
回
） 

　
イ
　
こ
こ
ろ
の
相
談
（
月
１
回
）
　 

 （３）
テ
ー
マ
別
集
中
相
談 

月
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。 

朝
日
・
読
売
・
毎
日
・
新
潟
日
報
の

各
紙
で
随
時
広
報
を
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

■
相
談
場
所 

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
Ｆ 

（
新
潟
市
上
所
２
―
２
―
２
） 

※
相
談
は
無
料
で
す
。 

　
日
々
の
生
活
の
中
で
男
女
平
等
に

関
し
て
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
面
接
相

談
・
特
別
相
談
は
要
予
約
） 

■
お
問
合
せ 

　
県
男
女
平
等
推
進
相
談
室 

　
（
T
０
２
５
―
２
８
５
―
６
６
０
５
） 

　
（
　
０
２
５
―
２
８
５
―
６
６
１
２
） 

　
電
子
メ
ー
ル 

　soudan@
m

inos.ocn.ne.jp 

 

    

　
開
発
途
上
国
の
国
づ
く
り
に
協
力
す

る
青
年
海
外
協
力
隊
及
び
日
系
社
会
青

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま
た
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明
会
が
左
記
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
募
集
説
明
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
の
紹
介
映
画
上
映
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
経
験
者
に
よ
る
現
地
体
験
談
、
応
募

要
領
の
説
明
、
お
よ
び
質
疑
応
答
等
を

行
い
ま
す
。 

◎
青
年
海
外
協
力
隊 

　
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

■
会
　
場
（
長
岡
会
場
） 

長
岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

「
地
球
広
場
」 

長
岡
市
大
手
通
２
―
２
―
６ 

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内 

■
日
　
時 

　
４
月

 15
日

 （火） 

　
午
後
６
時

 30
分
〜
８
時

 30
分
ま
で 

◎
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

■
会
　
場 

　
万
代
市
民
会
館 

　
新
潟
市
東
万
代
町
９
―
１ 

■
日
　
時 

４
月

 16
日

 （水） 

午
後
６
時

 30
分
〜
８
時

 30
分 

◎
お
問
合
わ
せ 

　
新
潟
県
国
際
交
流
課 

（
T
０
２
５
―
２
８
０
―
５
０
９
９
） 

　
国
際
協
力
事
業
団 

　
東
京
国
際
セ
ン
タ
ー 

（
T

 03
―
３
４
８
５
―
７
０
５
７
） 

   

■
日
　
付 

　
４
月

 29
日

 （火）
み
ど
り
の
日 

■
場
　
所 

長
岡
市
栖
吉
町
東
山
ふ
れ
あ
い
農
業

公
園 

■
参
加
方
法 

準
備
の
都
合
上
４
月

 15
日
ま
で
に
お

申
込
く
だ
さ
い 

■
内
　
容 

・
植
樹
祭 

・
知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク 

・
森
の
コ
ン
サ
ー
ト 

・
自
然
観
察
会
（
事
前
の
申
込
み
が
必

要
で
す
。
） 

※
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
赤
城
コ
マ
ラ

ン
ド
で
自
由
に
遊
べ
ま
す
（
秘
密
基

地
づ
く
り
、
森
の
探
検
、
バ
ウ
ム
ク
ー

ヘ
ン
作
り
な
ど
） 

■
持
参
品 

昼
食
、
飲
み
物
、
お
椀
、
は
し
、
移

植
ゴ
テ
、
軍
手
、
長
靴
（
雨
天
の
場

合
は
雨
具
） 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

か
け
は
し
森
づ
く
り
実
行
委
員
会 

事
務
局
　
新
潟
県
長
岡
地
域
振
興
事

務
所
地
域
振
興
課 

（
T

 38
―
２
５
０
７
） 
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